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# T

n好い海藻難などの浅海水族賛源変動状態を明らかにすることは,Ft弧の合理的な管.哩ll:らぴに欄赦技術

r川先のために必giの軒料である｡そのため.北海冶立網走水薙訳畝切では,オ･i1-ソク海洋IiPのホクテTLを
王としたr(源調itを.1951年以来.行なってきた,また.｣ヒ海退大学月旦乍部地肝羊鉱物学赦'j;主用耶グ′し-ブ
では.1961年以来.堆併学的.古生物学的諸税敏解朗rのためのA:嘩幣料なえるために.｣ヒ軸j丘イ了珠汚.Jg lJI'

糊および厚岸再において.一連のZI丘研究な行TL:ってきた 今(叫の共同研J]EのnFrHi.網走水式におけるサ

pて湖の水封お上び湖内民生/生物の詳細な幣料をN;にして.いまだ詳しく詞表されたことのない庶nを検討

し,サF,11湖の榔耶環境ならびに/I三態村境を明らかにするとJHこ.浅海神妙 こ対する掃針なえろことにあ

る｡

サp7湖の湖沼学的調意 は.N'i和3,4.6'1二の3年問にわたって.戚怒ら ()93J)に上って 行 な われ

た｡この調査朋r;;仲 の昭和4年(1929)に.IEJ米の湖tl箔沸に'変えて,新らたに7カ削町 声三Fi1.に湖nを人為的

に開削した｡そのご,約秒こあった湖｢lはや く 閉璃したが.新糊口11m'htすることなく今Hに汲んでいる

その間の水質変化.生物相の饗化および当時の測深結果は.現在なお.･+タテガイ.カキ.ノリなどの頚躯

･増殖?拝菜に対する湛本的なJt二倍環境学【料として利用されているOこの声1ri:らの恥 rUr仕解を受継いで.網

走水訳が観測可i柴を続けている その村i光の一部は.小原聯枕ら (】964)に上って.報告されている｡その

結果を以下要約する｡

117旧糊口時代は塩分牡が低くICI-.12-14gLI,湖水の江排,交経も頗る懲く.そのためティj?-イ 一̂面

の水式は,萌純色を丑するほどの若水であったが.湖n'変だ後は,湖水の交流もよく.也'/1枚も点くIC｢.

18g/I)なり.全般的に見て外海水と変わらなくなった0

12)lHWロ時代には.庄李に激闘な停滞水府が発生したが,現在では用句-を姐じて.倣LhJな停滞水刑は認

められない｡

サp･1湖のJJi物誠船 上.Trも安ら 日934)に上って行なわれて以来.ホ トら (lf36;に上 って.詳しく謁丘

された JCTは.湘Ll変更後の湖内におけるホタテ椎貝の発Jf=.に注目し.その椎Ll採苗お1び養殖について
研究を行なった この,+･タテ推火採掛 ま昭木1日年 ()936)上り企繋化され.北海Rl唯一の採苗地として.近

'LFますます大BL膜に非業化されている｡網走水訳では,1951年以来,この･+･タテ肝Ii採荷車業の基嘩鏑LHと

して.充当三 成長状況お1び成l=Lの年令偶成について検肘している

以上のようなや料を基掛 こして.次のようfL:qFIEテー-Iを及正した

I Tt'タテガイお1ぴカキなどの水産や源欄 ･虎姫の鵜礎軒料となる'J=.麿環境を明らかにする.

2 化ri軟体動拘群集解析のための俄礎や杓である別′I:_軟体動物群触削成および分布と托ffとの開床を明

らかにする
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3 内湾性堆顔環境をその形成史と長文および地形より明らかにする｡

以上 いまだ研究は途上にあるが,初年度の内走,交換括巣をここに報告する｡

野外粥左にあたって.ご協力いただいた猿渦潮兼殖漁業協同縦令,常呂漁業協同範 合.および吉田寵夫猪

股鉄男の両氏に呼くお礼中L上げます｡

ltliE作業および方法

採温点および測深瓜 L rlg lのように.Lkrn2に1点の捌合いに 160点設けた｡採泥作業は,昭和40

咋8月3日～21円まで,19剛ul虫力式柱状採掘'Hは用いて,捜乱させない化学分析用の試料と.粒度分析

川の瓢料を尉 己した｡採泥祝勝こおいて,庇TTの色.臭気,肉眼的杓皮縦成および底生生物を観察した｡同

時に･&順 を行lJ:い･また水門を水温･tt:TIJ･I,Jト 溶77酸粟について換附した｡

Fig･l･S･.rnT,1.ngan-lot'ser､･lL■Onlocat10nSatS.1,Omalake.n1965

皮質の分脈1･北海道大乍教糞部唯的(-k放電で行なった.粒度分抑 ま,JISA 1204に準抱して.JtqlI計

法および妹分法を用い1=o有放尿卦 iチ1-L)/汰,全室熱ユケルダール法に上って分析した｡

生物詞血 ま･網建水r訳の･'B菜報告を毛にしたが,操舵作業月那打お1ぴ9月29.30の丙E]のドL'γヂに上っ

ても検討した｡

JI サE)マ湖周辺および湖底地形

サロマ執 ま北海jiZ朋 i.オホーyク海沿岸に位鑑し･I耶q9109km.而約1512km空を有するわが.同心

人の槻木湖である｡

その周辺の地形は･オ･+.-ツタ海沿岸の砂丘地･;TLrlrサp7湖湖岸お上び′仲 11日T旋部に沿う低湿地帯 榊

畔地).サロマ湖東方お1び西A,こ典確約にみられる段丘地#･それ に南部を占める山地他称こ剛 〉でき

る｡

LJI他他称 ま･北見Ikllblかこひろがる丘按性のrLl他の一部で･その東棟取こ佃当する 全体として摂砧 200
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-4LX)m の,起伏に宙んだ地形を宝するo披線の向掛 1西に向ってしだいに低くなり.西部では株高200 m

前後となって段丘地僻にとりかこまれている.現在,サロー[湖にn=く･主要中り"である佐剤 t】別川,芭諾川は

いずれも蛇行しながら緩流するOこのほかにも.Lf;州 Il,京武士川.トカpチIIL.計呂旭川などの小河川が

あって,サロマ掛こ注いでいるOこれらの7vOJ川洗掛ま,地fi偶滋にPiLく女配されていて,主要断裂帯に沿

い,または地層の配列刀向に一致し,瞬斜)JlT･)を指示する｡海梓段丘地鞘と.地域舟半のLu地地帯とのr榊こ

は,跡-mj:海岸段Rl:がある｡この段丘耐土,上 ･下2段に分けられ,攻海水面からのII:.7さは,それぞれ約20

---,約75mであるoこの海岸段丘に速枕.移行する河岸段rl:那.おもな河川に沿って先述する｡

サpて湖北部の砂州をf,W成する砂百二地相 t.PL･,庇3-16m.その帖は数百メートルで･場所によってかな

I)舛なる｡また. 糾 .lj薪炭付近では,砂丘の内帥こ段丘が認められるO その上は -ズナラの原生林で複わ

れ,湖岸よりには湿地が発達しているっ

サpマ湖湖底地形は.等深線図 /rtb･2)に見られるように.キムアキタブからTM,lJ燕屋にかけての技部

を掛 ､にして特徴を火にするjLT西の湖魚に分かれるo

州 りは娘火水深 12m で,l馴ヒ性の延長軸の深部を有する起状の乏い ､湖魚であるoそれに対して,西側

は船人水深 195mで,兼西伯の深部の延長軸を崩し.その深部は福島箱屋沖の水jn部-と伸びているo西

側の湖盆は悦アト 円山-かけての湖1柵 し､の急憤斜と,矧rl付近の坂雑な地形を臥いては起伏が乏しいoと

くにティネイから芭諾沖にかけては 3m ほどの軌岩なlF担TTJlが認められるO

以上の北本的tL:湖底地形は,前'&ら (1934)の報告とあまり変わらない｡しかし,新糊口は研和4年の人

為的掘削以来,以他によって水深 25m ほどにも逮している｡また,キムアネyフ岬沖の-i-LLHしていた按轍

は波浪によってfi徹され現在は水牧しているo

lll サロマ湖形成史

譲海水族汽狐蛸 凝殖およびその合理的管軌 こ対する).仁木的な指針をflrlるためには.サロ†湖の現在環境

のみならず.その生態環境の変造を湖の形成史とともに理解する必要がある｡何故ならJ仰 日印 の湖rj
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変史による水Tf射 ヒ,それにともなう天然カキの衰滅とホタテガイの繋#1J.さらには新潮n槻nIJnErf11の当否

などのHnLl雌は.柳の形砿史を理解することなくしては解決できない｡

オホーyクぬ沿Tii形成史については.淡正雌,北川方T,(1954)によって述べられているのみである.

筆者らは.測深 .採泥 ･陸上試料採封紬 よび底質の室内契験中に,いくつかの問題/エ解決の糸目をつかん

だo
l 湖全体が.キム7ネップ～fEIS曲解犀を煩いにして,東西全く共なった湖底地形を宅する｡jlと側の最深
部の延長方向が両北他であるのに対して,西側では東西性である.

2 キム7ネップ～机F,lJ解尽問の水道部の深所地形が,昭和4年の三FIi市鼠新糊口掘さく後の地形に析似

している0

3 オ･+-ツタ海沿HLの湖沼群の最深部が.サp-!湖 ,-19m.能取湖 ,-21m,網走湖 .-16m で
ほは一致し.常呂沿rI主桁床地神の水深-20--:10m に近似している｡

4 湖内には.水深 3m に平坦面が広く発達し. この平坦面からのn状操が占試料に泥炭および圧縮幽化

された粘土が見られる｡

5 秒丘とされていた桁托燕尾付近の海抜 15m I.q辺には,上部から 3m 以上も粘上層によって謹われ

ている.この粘土は,対11!の段丘粘土によく耕似するものである0

6 湖西岸のティネイ日並一柳こは.圧矧封化したEi他 粘土層が.2m 以上の厚さを有し.沖横位の泥灰

などを挟んでいない,,

7 朝日トコ.]貝塚より,カキ -てグリ アカニ/などの暖癌性見好lが多数l=1こする｡
8 1hEt.呂平野土佐付近の海抜 4m のJtuLで,地裁下2m に,化石カキCr紬 ',点在するO

以上のilf実のほか,サp-[湖東IE-Ii町村の飲料水∂T.1(Hのための.+I-1)ソ〆.電気険岡のFf料が.伊藤政夫.

小原備弘 (1956).利江卜共.=f川漸列 (1956)によって報告されている｡追跡詞裾については,駒井和密ほ
か (1959)の詳しい報貨があるほか,1965年8月の網走湖女満別の湖底追跡調在によって.新知見がもたら

された｡

郎)記の土J子柄を2.tにして,サ.a-1湖のJT地理を役元するとともに,サ.=て湖形成の歴史を典体的にしてみる

(那t表および第3回参照)o

I 坤gE世早期 (aP IU,000-7OLX))(llg 31I)

沖G‡世中畑】には.ilt,前世 Wurm の刺 獅 It終って.先供は徐々に温暖化していったo支族変化にともなっ

て.海水邸も -100m前按から,-20--JIOm q:京さ (現在より平均穿温て杏良性し状薙)にまで上月し

てきたことは,汎世界的に見られるBL故である｡

このころのオ十一ノク海海水準も.'mFIl沿JLI'(こ発達する -20--30m の岩床地村やサロマ湖,ノトロ凱

網走湖の -20m 前後の最深部などから,-110--3Om の位掛 こ,平坦rlBlができるほどに.符即していた

と考えられる.このころの復元図 (rlg 3日 に,T荒すように,サローl掛 土,色祐川,佐呂間別川などqlJ氾濫

際または低湿地の状態にあったであろう.さらに湖/6所の庶fiTr卜に見られる7柁炭やilt依粘上の/JI和から,現

在の湖のかなりの部分を低位段丘が縫っていたことがわかるO

そのご再び海水碑がと如し,河川に沿って細水の以人が進んでいったのであろうが,この時代の海水史郎1
まだ現在の海水難よりも低かった｡このことはlS65年8月の網建湖湖底追跡粥杏によって,現在の湖水面よ

().やや低い淡減から住居跡や,縄文早期の上器が発見されfJことからもうなづける(slte1)Oこのころの

サロマ低湿地伴の湖沼には,77ガイ,シジミなどしか年息しなかったであろうo

IL 坤8(世前～中期 (aP7.似)-4,00 )(rlLI3-日)

言出暖化がさらに進み,房総半島ではサソゴ樵が形成されるほどに暖くなって米た この温暖化の彫執 土.

オホーyク海沿榊 こまで及んだことは,朝nトコロ1順 よりIL1.土する-てダリ.7カニ/.カキなど暖滋系

カイ新より知ることができるOこの温暖化にともなって.海水準 1上ケIしたが,その上界 罷 は,胡ロトコP
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11巌 (海抜 15m.S】telJ)上りは低く,･PT'朴 F野上性にみちlrL,る軸抜 2m の化Ilカキ牌から,地盤変動が

ないとすると.ほほ 3m ぐらいの海水畔上相があったと推定される (縄文海進) 神的世早肋こ比べると.

30m 以上の海水恥ヒ井のために.サp7湖.rH,呂平野./い,湖は.段丘の岬を'RJl'.したLJアス式海岸に

なり,軟弱な段丘堆研物はtl蝕され内湾.湾nJこ堆6-11していった
I).

このころ.トコF,川河口付近は.カキ.7カニシ,7サ[)などの内朽ttllZfiの無恥こW･適な環境を作って

いたことは.胡ロトコ.'ll額 tCll.Br'4,150t400Iの現換からも,うなづける このころに入って米f=
カキが.附和15年く･らいまで無頼を続けていたのである

古池稚回 (ltポー3 ll)紘, もっとも海水準の上舛した Br'5,OtX)～4,00)年を想定して掛 ､たものであ

ち

1日 沖gt世中-後期 (Bド LI,0(Yh3,cmHflg 3-IrI)

社史海進に上る海水坤の上昇が.現在の海水qlへと牧 ドしていく過F.1{･.砂州は形成されていった すな

わち.砧適時の海掛こ上って綬蝕された低湿地および段FE仰h'tt物は.朽!かこよって迂推され,北西から放れ

てくる給わ!淀と朽流のTTち当る湾口fr近に徐々に州fi'41していった 溢水埠の低下にともなって,成長してき

た砂州は.海面上に諾HJ.するようになった この砂州の収比によって,サロマ湾はサロマ湖へと変化してい

ったのであろう しかし砂州は直く･に閉'AEするにはi?_らず ところところで外海に連結する水精があったも

のとぢえられる

lJ-サF,78鍬i.現在の福島番臣とキム7ネノフ岬女もI.i:内側の糊飴と東側の糊盆にわかれていた この約

1抑こはとくに炎側の湖盆においては供給ilILの多い帖FTlriiJ別川に上って牡6-1が進み.西瓜qの湖魚よl)ずっと報

くなったO

この海退にともなって,砂州の内側では陳水の影野が大きくなるとともに.湖内各所にできた技モ削 ま.刀

キの無難にますます好適な環境となった

IV 坤耕せ後期 (liL'3,-仙ト L,Own(flL･ 'lJV)

海水恥 王現在のIr右さに,ほぼ ･芯していたが.Pti脚の,I.1JIp-(湖の軌lIlu.融′11ガルこ数ノー Lル も上1E

L.これまで.朽流や波脚 こよってfli触され.狭くかつ低くなっていたむ.lI払節足～千ム7ネップ段丘の一部

(親水iEi部深所)が･切られた｡この悌rは.lrl軌 l時代の戯りIJglに 自然に湖nが掘削された悌f一に似九も
のであろうD水道部の水深が 18m にもfL:ったのは.耶和 4年に税糊口を人為的に掘Hlル た後.糊口は潮汐

流に1って侵蝕さ^.現在では 23-25m の深さになっていることからも澱推される｡

この時以来の湖内原龍の変化が,トコP川の讃沸河rlI;J並での練達を一同弱めたために.しだしりこ世辞が

進んでラ1トコT,川 (かれたろ川)へと4:.化していった 水 道 部 が形成さJlた後も段rrはさらに佼蝕され

て.細いl剛まところどころで切られ.さらには湖面下に汝して検潮を什I).カキの光跡こは,ますます好粂

作となっていった

この当時のin跡としては,粥沸の糊料こ沿って.数千僻の竪穴eT(捺父上器 C日,Bl')610士110)があ

る｡(51te3.Ln

このころには.トコPV-!flまトコp川の枇放物の供給に1って糊の坤Sllが進み.トコ｡ベy (沼のある川

)と呼ばれる状態となった

V 現世 (B ド 1.Pry)～昭和4年l(flLltTIV)

サF27Wlま.湖rJ付近の埋織が･進んで讃沸に小さな水述部をもつ/ヽ水湖となった 当時は.沿岸掛こ上っ

て潮目付近に砂の堆ulが進み.秋には湖ロは閉LRL,敵 !?不のJfI水にともなう湖水面の上掛こ上って.網目

がFl掛 こ掘朽は れるという状態がくり返えされていた m#,L人地以来.糊rl掘削は毎年人為的に行なってい

たといbれている

沖ロが狭いために.湖水の循環は悪く.左手には威関な搾滞水柄 が′L-_じていた とくに.ティネ/h繭の

湖典の水域では.停滞水がtはく分布していた しかしながら.湖水と外rf一木との循原が砦いために,サロマ

帝の水軌 土.水温成層のある湖沼型の水温分JIlを'dr;し.髭かこは,中層以上の水温は.カキの産卵通水tuに



H

まで上卯することが可能であった｡その結果,サFZマ湖は外洋水温の低い沿A!湖であるにもかかわらず,主

輩な天然カキの生産地であったOカキは,かろうじて生存できたが,-7ダリ,アカニッなどは滅んでい･>た｡

このころには.縄文G)蛙によってつくられたオホ-′'ク海沿J.Jの多くの内相ま,海退の過租を血じて湘糊

へと移行し,さらには注入河川の供給物質最の差によって.海tii十野.湿地.潟湖へと,それぞれ変化して
いった｡

VT 現在 (附和4-40年)(lIi:3-Vl)

EVl和4';｢4月17日 (G.P,付史,1937),融雪による湖面水位が上月しているとき.細別町三里qT掛 こ新潮

nを掘さくした｡新潮LIは.1m和7年ころまでは,5m ほどの水深であったが.砂州の下部の粘土刑がfiZ蝕

された後は.深さが急に増して,現在では 23-25m に適している｡

この所糊口掘riqrこよって.湖水と外す†水との交換が結党になって戯間な停滞水餅ま一掃された｡しかし水

鮎はZZ李においても,オホーyタ海海水温とほとんど題がなくなったために.カキの産卵通水現にまで上井
することがなくなり,天然カキは舛淑していつた｡一方,碑海系のホタテガイの産卵および成長には非'iaに

好適な環境となった｡とくにホタテガイの允/I-馬1境としては,批只採筒が企業化できるほどによくなったo

現在,サF]-7湖の海水出入状況はよく,ZZ孝に収深部に小さな搾滞水域が形成されるだけであるoLかし

この2 3年前から,湖Lj前両の糊沙流と約榊光の術'突する域に紗棚が発達し,船舶航行の障害となってい

るoこのような砂州の形成は.将来の湖=ryH巧を肺7r<するものであり,新潮口掘削地山選定に対して,その

選定の括ilになるものであろうo

IV 水 Jt 洗 脱

サロて湖の水質に関しては,昭和4年のli石安らの調速以来,現在までに非鳩に多くの調香がなされ,その

結果.多くの資料が公表されている｡これらの中には旧糊口l時代の水質および.湖Lj変吏時の水質変化につ

いての蛍屯な資料がある (昭和7年荷rA'三次はか,材沼粥丑サEL-/湖.｣ヒ水誹)｡また.近年-においては網

走水訳の調布望r料が公表されているO謁避ljiLlは.水臥 塩//I浪艦,醗仔頼R.I)H,lt:丸 栄光塩塀など
である｡これらについては,ここに詐称 ま述べないが,今度の約4Eもt.iJミを搬命すると.BL在のサロマ湖の水

Tfの概恥 三次のように表わすことができるD

HJ 塩素右とは 18g/1以上で.外汗水との差掛まほとんどない｡
L2)pEZ抑こおいても無気帯の発達はみられない｡ (ただし,水深の大きなところでは底Ti表層に飢化水紫の

発生がみとめられる｡このことから.庇層水に教七-/チノートルの周を成した撫気僻の存在はあり糾る｡)

(31湖沼型の水弧成軌ま仔小二しないo

V サロマ湖の底井

A 粒 よ 組 成

1 訳料の調性と分析

.訳料の採収には,TTL力式性状揺泥器および九川式採泥器を用いた｡採取した柱状試料のうちで肉眼観察で

一冊桂皮組成に変化の認められたものについては.現場で.試料を上 ･卜に区分して実払室に持ち揃った｡

分析に際して,ま1'採収試料を 11CoCで吃放し 泥質のものは約 3Ogr.紗貿泥は約 60gr,砂は 100-

Ⅰ2Ogrをそれぞれ押放して分析.試料とした｡

分析力法は.+.門(拭教法 (JISA112ft4)をal,木とし て.まず.007175Tllm (2LX)メ,/ユ)以下のものに

ついて比亜計法でJ/1折を行ない,妓りの 00725mm 以Lのものについては乾燥後.簡別法でおこなったO

なお,硬を多く含む試料は.他の.7:jt料と比駿するうえで.折詰が大きくなるため,分析の対象から除外され

ているCまた.只位片を含むものは,できるだけIu'投i,除去したものを分析試料とした｡

2 分折#i巣の表,示法

憤々の試料の粒匪組成の制徴を明確にして.拭料榊71.の比較をするために,I/1析筋炎を統計学的に処理して
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TabLC2 WiLterPrOPertleSOfSarornaLake

.96;aL: 3 Lou.I;lot..Dc;'措 r i-訂 .soo蓋ce,'･'

15 ..g 日 章喜

8

9

n
V
3
6
0
8

0
3
6
0
8

CI~ Currenl
veloclty

ユ640g/1 cm/see-
1868

1

粒度組成の特徴を数値で滋現した｡このたびの分析泉与射 こついては,従来,唯&Llt学で用いられている TTuSIく

の表示法にしたがった｡以下,このあ(;法について簡1削こ説ujlする｡

I/liF.Ty.-児は.粒径光軌llluとして片対数グラフにをわした くf哨 4)｡各々の,架も相磯上で,孤柁なもの

から加許して.25,00'.50%.75%に当る粒径値をそれぞれ Q3.M(I.Q■として,これらの伯から杓径中火

他 (M(14),淘汰続数 (So)および出座係数 (Sklを計罪により求めた0

2一之L)九･1(1¢ 粒径中央値

半官径#絹'ldb線の50%に当る粒径値を.粒径中央値 (Md)という,粒径中JA値は mm 単位で&'7tする代わ

りに,¢伯で-&示した｡半壬-lJJが乳化作用によってしだいに小さな杓了になる時には.もとの粒7-の大きさの
34に分割されて小さくなるという考え方から,＼Ventworthは粒径を ¢(77イ)lLLLで去ホすることを脚t'1し

た.¢他は次の式から求められるO¢ニーlog2≡(=-粒径.mm)すなわち.E-1/2>である｡また,他fLl('半に

おいては,紗,/ルト,粘土などの分掛 まこれらの考え力をもとにした WcnlWOrttlのク)方iを川いている｡



ーflne COarSeー

FLg.4.SIZeCOrnlX'SILl0nOE

13

この'JI掛 王,水麻'(''で用いられているものとは多少の′r･94がある
(Table3)0
21b)So 伽汰繰数

軸汰係数は統計学でいう標準偏差である｡すなわち,

so-V'QT/Q3として′Jくされる｡淘決擁教は,来院曲線の快さ.す
ね:わち,試料の粒子の ｢そろい具合い｣を示すものである｡ So=1

に近い値をとるものは.25-75%間の粒 Jが非常に狭い粒径城を占

sedmlenLs,ep,esenled めることを7T'しているOこのように粒子がそろっている状態を･軸

1)ycumulflLl､CCUrVeS 汰良好というO

TAhlc3.C】assillCatlOIIOfseEllmenlI)yKralnSIZE

¢Scale

二it,.e,.古 ｢ lly

2-C)Sk 虐定休数

分折紙架を頼度曲線に滋わしたとき,叔匪ii暮l純のF,TiWfl:規分布曲線からの重み具合を′J<す繰軟を,歪皮繰

教という｡両度繰数は.Sk=V'Q.Q37m 2から求められる｡ Sk=1ほ,頻度曲線が中火粒径値を軽い

としてJ.イ了対称であることを′1､し,粒度組成が標準花扱分布することを示している｡SkノZは.粒径中央値

二二一=一三--=ニー
Fig.5. ExilmpteSOfsIZe

frequencycurves

よりも取持な抱径掛 こおいて淘汰751恋いことを示しているoSk<1

は,粒拝中火伯よりも細粒な粒径域において淘汰が想いことをがし

ている (fliI5)O両度係数は,柘沈床数によって祐淡が愁いこと

を示されたものが,糾粒と細粒のいずれの杓径域においてれ汰が悪

いかを明らかにするわけである｡

3 粒度分JIL

3-a) /ルト･粘土含七品

llg6は.粒度/Jl折の結果を紗,/ルトおよび粘七を三成分とす

る三的図表にプロノトしたものであるDこの回に示されるように.

サ.,て湖の庇r(は砂含有Eil'(Tri誌%)に10%未満から1C0%までの幅広い変化がみられる0秒の含偏狂1り,

木棚の底矧 ま大きく三つに区分されるOすなわち,抄含市巌75%以上のもので Sher)flr(lの分掛 こおいて ｢

紗｣と呼ばれるもの,砂含有晶75-20%.{･r/ルト質砂｣,｢砂田シルト｣,｢紗 ･ノルト 粘土｣と呼ば
れるもの,および砂含有韮20%以下で ｢シルト笥粘土｣,｢FI]上質/ルH と呼ばれるものの三つである.
以ヒの三区分を/ルト 粘土含有勉で表別すると,それぞれ,/ルト･粘土含有鹿 l)25%以下,2)25-

80%,3)80%以上となる｡ノルト 指+_含イJlTLi川7回 (flh,7)は.これらの三区分で衣わしたoまた,y

ルト 粘七含有i止と水深との柵Lk1図をflL･8に/Jけ o

以~ト ノルト 粘上のLJl布を'/川周 (llg 7)と相関図 (flg 8)により説明するo

1) /ルト 粘土含有;l土が25%以下の主J/tJ)JJ域は. 北部の砂州約岸 (約 7m 以淡).ティネイ (約 3m

以浅)とキム7ネップ岬沿k'li(約 7m 以伐)の地域であるbしかし.例外的に,糊北部の砂州沿岸の Lot:

55.75,BLl.85 100の他･まにおいてほ 7m 以 Lの水深を/17し,Lot.75においては.水深は 12m にも適

する｡また,/′し卜 rI■t待榊 ■i25%以下の分仰射勺でも,鞘および水深 2rn以技のところにおいては.



sand SIJL

l)sILnrl (25日tysand (3ト.lnLlyslh
(LnSand-slh-day (5)clayeysllt (6151)lyClily

Fig.6 iMeehanlealcomlX)SnlOrl5hou¶hvhtlnd,blh.lTlrJelayLX)mPOnenlb

シルト･粘 Lはほとんど含まれていない

2) 25-80%の分和域は.25%l:J下の分都城よりも深い,湖の中心乱に近い地域である｡例外的に,計FII
地の朽部 (Loぐ 129.1301.昧丹の粥部 tLoC 106,107I古式i:Jllの.可nから搬抑こいたる湖岸 (Loc9O-A.

80,65lB)およびキム7ネ,プ岬東端からサロマべyJHにいたる押印 ILot_23,2Jllにおいても.25-80%

のyル ト･粘上含イ1枚をもつ良質が分布している｡
北部の砂州沿TT.主の 2)の分布域は湖の南部と比較すると.鞍して. /′しト･粘上含有量は少なく.大部'/)

が30-50/OQ'の含有境を,示す 計呂地と床丹の朽敵こおいてti . ン,Lト W.l二含有Bljt50-80%の ものが 多
い また.朽部の&拝は,北部の分布域に比較して淡い

3) 8000以上の分布域は湖の中心部より.やや羅紗こ粘っている '/inJ城は潮の最深部 L- 51･57 を

中心として.サロマべyJJIの河口から芭Ii富川の河nまで,湖の火酉に分Jliが広がっている.この主分布域か

ら銀a-.して.三FtIH,･蛙沖の Locl16付近,およびサギ7Fu･ILからティネイの恥 'tにかけて.80%'以上の分Jf･

城が11催 すろ こ九らの分Jt】城の大部分は Ilm 以深の水深をイJlる また.幌岩沖とキL7不γ7岬以加

の3).の'/11'湖 においては,夏季に停滞水域が党)空し 恥化水瀬が允′1-していることが少なくない
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3)の分布域で,例外的に水深の浅いところは.サpでベ州 l河n tLoc H.121と芭砿川のiuLu lLoc

l.姑,141.1Ll2日寸近および.サギ7榊 ･からティネイに守る地域である- これ らの他掛 こおいてCL 水深は

8111以技であるO

以 E=のように.概観すると.サp-/糊にふいては糊i',I,から糊の中心部に向かってシル ト WIL令イJh-lLiJVl

している0

3-b)粒繕中央値 仙hl¢

/Jl祁LA((■K 9 は.払紗以ヒ 1ヽ【ゆくⅠ.r｢砂一睡細砂 M｡¢ニト 4I.也/ル ト～中yル トいlJi=4-6)

および.細 /ルト以下 lヽtd九>石･のJtUltでJ<わした

llF!10に示されるように,I/′= 粘上'Ei一石!花と粒睦中央値とは.'#倭fJ:用胸関係があるために,粒経中

央値の分JIfはシル ト 粘上作市史の分布に近似している

粗砂の分布軌 ま.湖北部の砂州沿岸,キム7ネ,7お上び鵬il.Ln掛こ限られる｡これらの地域 は.ノル ト

粘+_aI了tJtでみると10%以下の地域で. /ルト以Fの細粒物邪をほとんど含まないところも少なくない

M(l¢=ト 1すなわち,砂の分神域においてほ,yル ト 料 卜含IJr:1_の増加にともなって 粒径中火佃は.

中砂 細砂 搬鮒紗へと漸仔している0

人ノⅠ(l¢/fiの分/El-城は.yルト 粘土含IllLi8000以 卜の分Jll城には(il一食する

3ぺ)刈dこ依敷 tSol

淘汰･係数に上る分Jl欄 (llL･ll)は,So=10-15,1.5-.川 .30-40および 40以上の4区分で表

わ し九二

S0-11)～15の他をとろか汰の良いものは.湖沿岸に分布する机砂お上び中砂である｡

S0-15-30のGtlをとろ潜血の淘汰を′E-'す地域は,唾は中火ILn ～4の中砂一件細砂の分Jli域にはほし

致している｡So}4の非常に軸汝の悪いものは.糊の中LL讃川こ拡く分JlHノている この分-Jriは,入Ⅰll≠>6の

/ルトの//1イIi域にほは一致する rIL･L2に/I.されるようlこ.M(l¢/4の細粒物rtは,So>3で加わされるよ

うに淘汰は催い

31(1 企JE繰款 Skl
Skによる'/711洞 †ltH lこJ)紘.Sk-1ufolと Sk/O9の2区'/Iでノそわした
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Flhr.13.SLeWleH Lt妃lrIuen=11､trli)ulIOn1).Itlern

Sk-1りJ_lllのIIF(て′J､さjtる正規TJIIJをとるflJlL糾成のものは.北都の砂州nL-1三.ティマイの約JlfLとキ

ム7ネγ7■11約六三および火.WnlLlikこけiられている,こltらの地域には.ノルト.粘十台舟場が少なく.加汰
が良好な糾砂および巾fL'砂が分/1)するOこれらの地城以外では,Skく′11i)で′J､されるように.納付物質域に

おいて粕枚がI猷し､状態を′E<している Skく09の//)祁域内では,Sk-07H～026と幅広い 変 化 がみられ

る｡

4 柁鹿分析 こ列するキ't.i

先にのべた･F柄から,サp-/湖の庇TTの柁IE削成および.粗度分Jllの特徴を蟹糾 し.その帥微の防州とな

っているサロマ湖の堆駅要LJdについてら'fiを加えてみる

湖氏唯抗物の相生如泌 ま.7PHlトや淋しJからの水流に上ってもたらされるu≒t'i物Tiの性質(粒LB:削収)と.そ

のご,湖内原がLや抄出によって逆推され.堆抗すろ過打においての選択曲汝をLk映していると考えられてい

る｡サp7河内に供給される物質は.後背地,雄入7-0日llの河床勾足,故地などから々えて,細粒物f(が大親

分を占めていると思われる また,供拡並はあまり争いとは考えられない (昭和3年～6年,高安ほか.河

川状況萌査)湖内への物21の供給源としては.河川の他に湖rlからの潮誰が考えられるC外海から湖F勺に住

人する潮流の性竹として,細粒物質の供掛はほとんどF,えらJtないOまた,狭い糊Ilを油過する時に.耕ll

H.近の洗掘をおこなって別付物Tiを軌Jlに運搬する この場合.潮流は淡い湖Ilから湖内に入ることによっ
て流速は急激に減少するために,潮経がもっていた¶lf古物門は軌 1周iZZl=沈駅するであろう｡そのために剛
粒物質が現在.供折されているところは拙く狭いところにはとられていると々えられる｡その他に物TTの鉄粉

I.i･り)として,冬季に湖食体を綻う氷があるOも̀.水)抑こおける流水の接it.主および,触米J抑こおける水の雌lJ.叫こ

1･'て,湖岸-･Jjntksl蝕をうけ.授蝕された物朋は淡水となった米に含まれて運搬されることが-(･愁 され
る｡

これまでにのべた細 の々羊t,力によって沖IJlに迎搬された物矧 土,湖内環流の経巡の火′トおよび.'妓出に上

る水の捜乱の規幌によって,沈駅する担(-とさらに逆粧される粒rとに選択淘汰されるC波浪の営力は一触

に･物質を移動逆於する能Dはないが,那 主物rTを汚遊させ,その沈降を抑制する的さをする｡このような

ぶノ)のために･一般に政tAの鎖い浅海においては.細粒物fiの分布が非常に純である また,波浪の営))の

放映は,水深とTE様なl父牌 をもち,水深が州すほど放浪による木の推乱が小さくなることが知られている
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サロマ掛こおいて,細粒物21の分布が深部の等深線とほは一致した唱をとることは.逆にサp-/湖において

粒度分布の製を制約していろ大きな要田は波浪であるということができるCこのような観点から,水深と政

男中の sllt-I:1･ly含JIJlllの幽鎌をJlg 8に'T<した 次にflg 8について説明するo砕波祁というのは藤波の

ような海浜を洗掘する波のノいずるところである｡砕波は他の波浪と異なって.耶庫的に物筋を迎搬する)),

侵蝕する力をもっている｡鮎沢の砂は仮して,粒1-のよくそろった砂で牌成されているのは.砕波に1る活

発な柵汰作用に1るものと･Cえてよい このようfL:砕波の/Jl-_ずる水深においてIi.九汰のよい81位物質が分

布している｡水深が増すと故は浅海波型,さらに深海波型へと移行し,波浪の営力は.sllt以下の細粒物質

の沈銃を抑制する作FllしかもたなくなるOまた水深の州加に上って水の戊乱の旋風 ま漸減する｡そのために

水深がt増すほど氏茶の SllL一day含有封 土増加している 深海掛 王水の捜乱がt紅鮭までは及はfL:い型の波で

ある｡そのために深海波帝となる限界水深上りも深い政敵こおいては.細粒物frはFlrh落 FL.唯併するこ

とが可他とfj:る｡ この限界水深は.サE77糊では.13-1JIm であると思われる このように,サロマ掛こ

ねいては大部分の唯柄物の粒度紅 成,分JIfは水深と波浪のtn係から説明される.また,サp-!軌 王水深が浅

いにもかかわらず細粒物町の分布が広く.かつ水深との梱矧場味が入られることは.クl海における海流のよ
うな磯い耽れが存在しないこと,砂州に上って外軸の沿fl,与洗,波浪が妨げられること.湖IJlEこ児生する故山

の規模が小さいことによる｡しかしながら.lli:8には.波浪との阻係からは充分説明されない削成をもつ

もの.また,矛盾を生ずるものも少なくはないO水深と台泥率の相LX;開床から.はずれるものは大きく二つ

のタ'L･-ブにわけられるC.第 1は高い弁泥等をもち.水深の浅いところにJ/I巾するもの｡第2は.含泥等がt

低く.水深の深いところに分布するものてある 第 1のグループのうちで.サ1,17ペ州 1.芭富川の河口付

近の細粒堆柄物は 3m 以技のところにも分Jlけ るっ これはとくに.71深と軌娘とO-J臥gから考えると矛盾

するところである｡従来.河n堆抗物に細持物ffが多いのは.淡水から海水に移行する際のコPイド粒1-の

澱qr(盤UTr)作用が主賓閃Jfと考えられていたが. 叔抗作用を blItsLZeまて比人することにIi疑rE.1があろ

う｡また,これらの細粒物質の多Htの印刷を説明するのに,供給源に近いためであると考えることは,il昨夜

物質のN'h'機 構を全く無配したものであり.先の矛后を解決する茶とはfJ:らない｡これらの//1巾 こついては

今のところ.合理的な解訳をすることはできないo折2クーループのうちで.湖n付近の深部の81持物門につ

いては.潮口開削当時.洞枕に1ってこの什近が侵蝕されたこと.BLa=も潮WL7rklも敬いところであるため
に細粒物質が沈箭できない錐体虎姫であることから説明される しかしながら.その他の地域.とくにキム

7ネッ7rP周辺の広い砂の分和 土,滞淀による運搬堆鏡の括bIとであるとは説明できfL:いoまた.キム7ネ'

プ岬沿岸,お上びティネイの 3-5m 水深の広い砂の分JIJも.波浪と水深のEN鑑から1えて.別IB:の営力に

対して安定した堆折物であることは説明されたが,g_音の帝内原沈'ぉ1ひ7tll川によって.そこに乱推されて

きているとは考えられない これらの砂の粒度組成は先に述べたように.北の砂州の粒度机成と非'かこ近似

していることから.これらの砂の分1川こついて北の砂州の砂の柳桁当時の常力と机似した常力をづえること

ができるD北の砂州は主として沿岸流によって運搬された紗で偶成されていると考えられるから.キムアネ

ップ岬.およびティネイノJTr11の抄は,北の砂州形成以IiTTすtJ:)?ち.サロマ湖が海湾として仔在した時代のP,

内項淀に上って運搬され粧枇したと考えることができるnしかし.この時に.これらの軌枝物Trの供給源と

して,付近に供給最が多かったと思われる河川がないことから,段丘堆抗物力徐Jtに伎蝕されて供冶物質と

もっと広く海につき出ており,そhが市内環淡や波浪に1って侵蝕され.養推されたとろえられる｡ (JJ]

サロマ湖形成史参照)BL在見られる広い砂の分布は,この1うな帯内局雄に上ってTat汰をうけて残った.段

丘唯的物の帆粒物質の一部であると考えるのかtlも妥当であろう

B 有 椴 物

1 .拭料のiluq製と分trr法

分析に用いた訳料は,粒度/JT折用談料のうち,とくにJ壬同部 (0-3cm の部分)のものであるoまた.れ

))式採泥器で採取した性状就料については,llL:14に小すように,0-2cm 8-10cm 18-二カぐnhLよぴ.

28-:i)i:m の各層を分析の対象とした
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分抑こ際して.まず^料を 5∪●Cで 12-15uIJliTI舷燥さ

せ.次いでこれを砕き.100ノブノユのフルイを血過した

ものを分析用顔料としたOなお,試料中の貝殻片および依

物体 (駁.盤)はできる限り除去した｡

I/1折は.til練朕兵については,チ1-I)ソ法.仝食掛こ
ついては ミグp.ケ′′ダール法に甚づき行な･'た

2 平d]'的分和

分析の抗果.有陳放棄の分析値は02-38%.全車禁に

ついては,0C8-0330iの幅を右した,有操炭窯巣と令隻

廉恥との間.二は相tq朋操が認められ,令雪素見の分布が,

olぐ0lumna,Sanple 有煉炭熱こ上る分巾と非常に似ているので･全窒卦こよる

'/1巾国は省略した

b.粍蚊果分れJLA (llEI)5)は 上記の分Fr値を10%以

下.10-20%.20-25?0.25% 以上の･8位でl束分してJlbした

I..11 = 午L J l

旧 ■ 】lJ / ＼ ー

Flg･15.I)lSlrlt〉uLIOnOrOW LnlLCar■x)ll(OnLenLbtO.

11枚朕演能の分巾状態は,湖∩とrlhLlの虫偏をほほ掛 ･として,FBI(色qL.地区 LocIUj-.＼以上の地

域)と姫側 (紫#L他17_ LoL･1-25.操を地区 LoC.S～107)とでは,大き11品FC-が認められる すlJ:わ

ち.成増の柴浦.幌沿地区では,群の1,.g肝から中心部 深部)にraJかい,有放映料 丘は哨加する棟内う'･見ら

れる｡これに対し.西61の芭諾地区は.I0-2rlPoの七時駅東爪分4-か匪勢で.東榊での推氏地形とC-I,逮

で示される1うなJJlAJ状態は見られない

411枚炭素且 10%以下のJJ)JJri域は,汎口から砂州に沿う地域,榊 巨の椀岩からキム丁半プ7'岬沖のtm に

至る地城および,柴榔地区の東岸証である これら02地域のうち.湖111J近お⊥ぴ.砂州沿岸では.糊に川

入りする潮流や見波の動きが激 し い ｡

有機物含有Jtの高い政市の分布は,25%以上の有晩成系分布抜It,I.されるQ椀岩地区ては,中央訂ol17

m以深城を中心とする屯脱が,ほはこれに相当するぅしかしfL:カら.この分布岨 内.=おいても.有終Bi三の
恥朽杜に棚Rが･認められる すなわち,17nlu深域の畝し,軌化水*丈と免する良fiについては.25-29
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%の有験以讃含有丑を示すが,-^この範朋1りdti側の政市 (水深 L2-17m,Loc7l.78.87,89.93th

では,有練炭東亜30-3830にもおよんでいる

この25%以上のイ渦 朕兼分布域は,難捕地区に延び,ここにおいては水深 Hm 以深域がはばこの クjJl.
域に相当するoこの/Jl-JI'-域内の底質中の相銀成瀬徒は.25-2720/であり.また採収訳料のうち Loc.9.1O.

16においては.敏い硫化水必臭を確認した｡

分布図における10-20%および.20-25%分布域 は.以上述べたような地域に対する瀬移部である

3 地形との関係

有鉄腕栗丘分J･-図 (I.g-15)より,有練物の炎8'L'状態は.潮氏地形とBS速を有することが′11(された この

開床を1り明らかにするため.flg l6に有級Lk素見と水深との佃捌回を示す

OrPJNCC▲rL沖CtNIteltt1
10 20 30 4DT

Flg 16, RelLllIOl10fv.,Liter'lepth10Or即nlL=CarbnrltOnLelltb

これに上ると.東浦 ･搬岩地区の湖畔.湖rl付近.砂州約1ilお上び.芭苫地rEにおける水深 lOm 以技域
では.有練炭窯含有鬼は2 000以下である しかし.水深 5-10m の Loc 12 (址拘間別川河n).Lot
121.Lot L35(芭訂川河｡)お上び.LtN.ld3では,20%を越えるDまた,七枚炭粟分布剛こおいてほ

地形とのLN述性で示されなかった芭'ri地区のものについても,有段炭素'q.かま水深の増加と典に州す怖r,I.Jがみ

られる｡

水深 10-15m の範Btlでは.lJ'駿脱兎r'1Lは,08-35%の佃をイ1するが.これらを地域的に止ると.ほは

20%を墳いにして2分される｡すなわち.20%以Tのものは,漸n付近および砂州に沿う地,･!:tのもので

ある｡これに対し20%以Lの範Rflのものは,主として柴州地区の 日m 以傑城および,lhrL-_f他lさ.の中央深

部上り西寄りの地点のものである
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水深 15m 以深城のものは.幌田地IZ_の小火深部のものであJ).I渦 災必Utも L秋 71.87fLJを除けは

乍て20-300.'の触即に削られている

サpヤ湖水城をIJ併炭素の分布状腔より.米州.触ILJt.巴'diの3地tAに分けたが.上SL!の右隣伏兵張と水
深とのⅦ繰上l).イ渦 物殻は各地区においても水深と相関した分布を'7;すことが明らかにされた｡また.栄

柵地区 (‖rn以探域)および,椀岩地rf.(17n u深齢 姫深部の良化水兵臭を発する底質中の有煉物劉 i

JF'Rに多く.pl･J'地域が音便物の成瀬抗域である

1_粒度点l庇との関係

(Lg.16(水深との軸阻LgE)より.有煉炭素令石塊が粒径中央値 (Md9)により.I:きく区分されよう｡ す

なわも.粒径中央値 6¢tOOi5mm 以下ではイJ-牒戊談Gtは2000以下,6¢以上では20%以上である｡
この1うな布練物rldと粒度組収との相関繰をより明らかにするため.粒度組成を代T<する値として･/ルト･

粘土含有;Tp.をとり.その相関閃味を第17回に示す

0 20 40 60 80 100ヽ
Sllt Ll.･L＼⊂OnLerll､

rlg.17. RelaいOnI)rOrH.1■m i.lrlxHltO'lhtla)･I:onLenI､
A NearLheban(Ihal.111lhhemouthorStlrOmLllilke

B Horol､raareaIthe｡entr.LIpiLrl,deeperth.Ln17m
C HoroLWaareaH thevLe'lernlポIrtOhhet.entriLldeel)

この用LN周上り.lJ･J'者のLM掛1,次のようである 11機脱力含イl稲1000以 卜ではシ′い .粘｣二含有芸は

1000以下.ま1=.2000以l二では/ルト･粘上付仰r'lJi8()Oo以r:てある しかしながら.南部の芭諸から幌

Lttにかけての水深 7-1.3m の地毛 L∝ 11二!Ill13).I21-.lt仏 では.有晩択素gr2 000/以下であるが.

/ルト 糾し含Il;flは8000'以上にもおよぷ

掛澗凶におけるlJ倹朕求含有敬2000以下のものは.糊t)‖｢近お上ひ砂州沿 il三城.キム7不ッフ仰沖つ枝
節.芭芯地IXJの底質に上り代&されている これlJの地域においての両者のLM尉三次のようである すなlっ

ち.シ′1,ト fJ■上溝イ縄 20-JOqもの湖EIFr近および砂州nr,Iの枚門では.有感炭素含有;ltは 09-175'o'
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であるDまた,芭花地区の水雛 5m 以深の庶質においては.Ill&班宗台石五日 0-16%に対し./ルト.

粘土含有星は,Loc 141).145.151{･は 】5-25㌔.また Loc 129,1こ妬,139.141では 40-800i,と,イJ放

炭窯含有最に対するシルト･fFIL含有丑の帖は広い.

石段炭窯含有血20%以上のものは.税料地l左と敢和地r耳の中火標記域,喋LL地 区の中火探評より再ゐ̀り

の地域および.南部の色相から幌岩に至る水深 7-13m の他屯のものである これらの地域のうち･喉ギ‡

地区の中央深部城のものおよび.この他域より四8Ydの30%以Lの有俊脱系分布域C蛙門については.シル

ト･粘土含有低の岬加に伴い.石段炭素杜は岬す帆･'･Jを示す
相関図 (f■F:17)においては,全体としては仙快】睨順 が認められるが.とに.?上したようなq範対句の異な
る地域での両名のLX櫛 の付火より,有艶物の獅 ●は いう点でも臥放射7120'Ou以J-0:袖旺口が･とくに純度創

成 (/ルト･邦七含榊 1日 と鰭接な閃応をイげ ろと倣われる

5 垂直的分布

琳柄物中におけるIJ臓 物の碑直的射 ヒにつき倹Jげ ろため.T一g 181こ･′1-'す･IH也点より白状.y料i附しし･
それらの採収武村に対し.llt!14に示した網 ;''Jつき41枚炭素;.i窒三筋の/'1折を'rlなった そのJJ川 iJR

のうち,触才;･他EF_および柴橋地区のものをf■i:19に,[<す

F■g lS,S.lmPl■[1Lrlot.1110.lb0feotumnarbe(llment5
ftg 19に示した拙11,L地17_の杜状訪印土.肉mミ帆税額てはflr血^F･'･jにもほは均一な/ルトー砂田./ルトで･

上部より 10-15cm ではFkT.色で蘇し､肘 ヒ水*火を充する｡これらのは状試料ては･1順 次点弧は深さと

脚こ増加するが,令旬索排はほとんど要L化はl且ら)汁 .ほは一定である｡

刺 Ii地区における水深 10m 以深域のfH犬が科 目-oc8-12.161ては,-和扱IiW rr.は耶2炉†(tq～10cm)

で減少し,約3席=18-20'mlでは伽 げ ろ またや<老射 ■とは,Loc10 )6を炊くと･m2例では,祈1

樹より若F減少している

[一g 19には,示されていないが,芭露地r5tのftlは 料 (Loc llー 】14 ては･tJ-練成瀦iliは旬2同で棚 rlL

20%以上にもなるが,第3倍では祈2柄より減少の仰向を示す また･ Ⅰ･kl149の柱状試料において･

取持砂下R刷上り 14crnの所に惇さ lt)cm以上の泥咲軌)I.認めら九た この泥朕樹の有練炭超含有F.北 .

91%以上である

これまで,編成取防掛こおけるTT陣物のiTrlrl)j向での分布の研東は.)･:mer〉●andRILtenl,ert!lL9521･
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W. 町班孤_I. Ⅷ

E]押野

孤

Flg.19. ∫)1HtrLhulto11OforganlCCLlrbonnn(lLOln)mtroh･enCOTllenLIll
co】umnくLrSC(1LmentS

Starlkovll(195(1).RlltenbergeLalH9631らによりなされている｡ これらの結盟では,イ1雌伏禁iIIIHま†一

般には下部に向かい械少することが仰糾物下 1m 以内の椛洲で大きいことが示されている｡また. この有

練炊讃帖の時政ノ絹】での減少については,徽′l二物の/t･息状臥 tW茄水中の7/そこア荘窒素の柄加.棚柄物

超府下での l)H の急放た変化.堆gl物中の7 ミノ酸や地燐などの有練化合物の定性約 定IllL的な分布状態

fJ:どから有機物の分解をおもな原田としている｡このほか恥fmむql競成過Ftにおける有傑物の自/1二鉱物形成
への【娼与などの点からも検討がなされている

しかしながら.Elg L6で'-jtされているような東沖地区 :水深 11m 以深成)と幌岩地区 ()7nl以深域)

の捷状試料における前便炭窯T._の変化の稚火につき言及できる汽柑 1糾ていないが.-つの可能性として過

去の環境の急汲lL:射 ヒがその要田としてあげられよう｡サp7湖の糊nが,かつて襲淋こあり,湖がこの水

路を通じてのみ外海と免じていた当時のZ)/t抑地Lx-_は,他の地区にくらべ水の流血は良かったと言えよう｡し
かし,昭和4年4月人為帆に現在C湖Uを拓いた好Lfと.川場 Uは令くW'Rしてしまい,鞍仁J埋首位も一変

して現かこ至っている もしこの上うIL訂全域にtたるq境の.PL>taLIF'&化が,上記2地域における柱状Pt料

の前駿朕栗鼠の'&化に反映されているとすると.現在.他質のUt桧が滞時認められfJ:いような粂L'LTの柴柵

地区において,F130年掛こほぼ 10cm 以下の書換他門oTJ沈机軌 iうなづかれ1う｡ 以上の諸点についての
詳細fL検討は今後にまちたい

6 イ】政掛こおける氏Tlの特赦

ti軌こ七枚物の分布より.サpマ務C:堆紙環境を色好地区と搬出L地区,柴郷地lF.とに大きく分けたが.こ

のような区分はイ機朕窮鼠.鑑fiQ:粒度組成,水深などとのr姻族より.一骨明確rこTJ:ったといえよう｡すな
わち.巴琵地附 ま,)C～20,OLの1均したll経験*Lt分JFj域'Cあるが.h横供京急は水深と粧隈駄依をもす
ることが示された しかし,ネ堆区は水深 5m以技域7)'･拡く発達し,/f･体的に好完的な環境であるが.そ
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の翻りには有線炭素丑は多く.また.相性机成とのrM操においても. /′しト 粘｣二含有稔8020以 Lでありな

がら.不敵成瀬合すi見20gP/L･)Fの庶符の'JIIIl'も認められる この1うなnl火をもたらすものとして,とく
にこの他城に広く先述する711･モ僻が<えらILるQすなわち.7-.･モが蛇田rト-のIJ傑物の供給汝として主

役をなし.この上うな環境下にjt.1ける鑑賞の特故をiI縛淡讃軌が′トしているとILI.わJLも

株主':地rFおよび発話仔地区における有機膜素描:の分布は,F.1径中央値および.ノルト粘土指布端分布とjl;I.F.

にXi似し.また水深とも相矧対操を下し 堆耶盆の形唐をとるものてある とくにイJ陳炭素ilと25%以 卜の

分小域は.lJ;i地域の中火深部に-負し,その政男の/ルト 粘 卜含il敬は8つ%以上である.また.このよう

な地域の皮質は.硫化水素を発生しており.水fl'Jl折の括光,乾田水中の応仔頼薬屋も減少していること上

り点元的な環Ij言下にあると言えよう｡jF掛 こおける丘TirPのJl臨駅東の荊躯的城は.このような環境域と-

鼓し,有練物の保iF:条件としての一端がうかがわLLるのであるが,批ri地lg (水深 12-17m)の右練洪ぷ

罷3-0/OQ以上の分布域については,現在の環境下での説恥 土光'/1,こしつくせIL:いので.ここでの考察はさし

ひかえたしl この外.7JlHI付近 LoC.12 107.J:i5.llL.)5.1の氏r:は 水深 80rnu技でも.･//しト

rfFI.含ffh日工8000以l一(Lot107では 62_90,D).JJ撤収必F,tも 16-2300と多いことが示さLLf=
I-il･..サt'マ村のPL_hJI環境を庄汽中の有蝕侠ぷい1こ).i.づくイJ織物ll■よ()七第したが.右隣朕兵馬tにL*映さ

れているとF,えらJl.る皮質中での有障物のli:在形#.またその環境粂H r:における抵抗度などについての換

肘は不尤'/1である これらの在については.仲秋.t̂抑こおけるfl撒朕EIJの分布の#:料 こ1ウ示された,局

境の.'i･安がイl機以来敬に反映されている･-T鮭作.またこJHこ:半一迎する柴柵地域と幌LB地rFの椎駅屈位として

の用火についての問頓と合わせて今後充'JJrこ険肘を加え[=い

V) 生 物 訳 壬

サロマ湖における生物調PLは.TLlもkpら (193-I)にはじまって.人 F(1934),fJ憾 (1965)によって拙作

されている｡これまで.軟体P,糾土TLLl'】eLlにノJ､すようなもの '̂採躯されているO水産Yf泥tとして紘 ,lVL和9

咋ごろまでほ,カキが木棚におけるAiも爪 AIなものであったが,F材軸4咋の湖n切り持え後には.漸次ホダ

テJJ'イが増加し.雌仲I15年ごろには.′ト風脚こおいてもその地位が入れ代わった この,IT.火を.申なる塩分浪

度の射 ヒだけに説明を/kLめることは.JR在の府城でも帖PTFHJ別JIt.芭富川77･=llJ:どの水質域の†(I/I二lJ:どがあ

ってむずかしい この･J'̀̂'を.[1Pur伽こPli解するためには,サp77LV.軟体動地群躯7)'･.サp-[湖のJl態環境

変退とともに.如伸こ】削tJ.してきたものであるかな,具体的に詮.沌することが必要になる

そのためには.サロマ湖形成の土葬な墾田である描文海進による暖海系/l･物仰のも1人が,現LL:のLB海瀬生
物群集r=移り変わっていった過投を Il鞍 .追跡のFl然i立物から険nlけ ることも必要であるOたとえは.形

成史の項においても記した1うに,朝nトコF7月項より川上する暖血系の-7ダリ 7カニ ノなL'が滅んで

いく中で.サp'7湖のカキだけが.なぜ昭和9年まで･主要d7･獲対lAとなりうるほどに緊那していたかに.問

題解決への糸n7)'tある すなわち.サロマ湖という閉じらJlた環!かこおける湖水は.水温 .溶存酸素などの

閃 J'が.蛋不l二は.水深にしたがって戒層し.中岡以 卜.の水田が,暖lbであった"1時の環境を維持して.カ

キの産卵通水鮎 (23'Cu L･_)にまで,I･.舛することがてきた しかし.町で和41l=-の滞口変更によって.湖水

温が.外海 (オホープタ7tii)の曲水aiと同様になるとともに､外血水と同じような水質域にfJ:ったために,

残存動物であったカキは滅んでいったCそれに代わって..+.タテガノに上って代茨される寒海系の動物群継

に上って.サplT糊の生物仙 ま占められる1うにfJ:っ1.:

サp.?湖およびオ*.-/グ軸沿岸の与圧要な水耗新帝である.+･タテガイを.介理的に管理するために,1951

咋以来.粥Jt水訳においては.桁綱引きによる皮生動物の定ht的なdE件を行なってきた.196-1年10月に行な

った軸内29地一付こおける桁網 1台引き (約 朗tSm21の弟fLはl,11と.I965年7月採泥試料のJJT折楳架は.

TableSに示すとおりである｡

1 71.タテガイ

糊付こおけるホタテカイの生息教は.tiJ81112d'll)0-･f30仰仏と. そのiL.Ll.'#度は生息地によって大き

IJ:LYjyCI5'･ある その分和は.195-I,lgBI年の凋hil.火.(■h･洲 21に′Lけ とおりである,II/1JT岬 に'7'す帝火



Table4 ThemoHusktrom Saromahke.

GasLropoda加足用

1 L,I/lol･IIILL(I:三OIL//0'･/'llJ)sqIIt'/TdL'(BroderlPelSowerby)ェ ′タ7キ ビ
2 L b,仇'IrLL/̀L(PhlllPPLlタマキ ビ

3 lhll//̀･′tLlCIIUIL/Jgii(Crosse 十ソウ ミニナ

LI J＼repLwnelJar/̂rlliELttkrnartli)ヒメ- ′ボラ

5 0phJOde,′′JelÌ=〝LJaIe,…S(Yokoyama)ク リィ .,7ダー,ノヂ

6 〃o〝川/opo〝LJ lEWLLLS∫lJlJluHl(Gouldlェ /サ ソ/ヨウガイ

7 ･Ver･lre"I,-I/A",ILL(PhlHpPllクF,タマキ t:I

8 挽け一eOI,-oJ,JlO′JL･lgrLn/tllaDallェ t/ツノオ ))イ L,

9 II,′=〟(RC/(rLH･L･SSIE)/rd/errLLILJAJ･PO/川 (PIkLJry17寸そ リムシE･

10 EF･hertE'derorulu A A11amS コウダカナ 十イpタ7キ ビ

ll .UIlre//fJle/lIJISIGaskoinlコウ1カマ グム y

Pelet:yT).IOtla斧足柄

12 Ir:′川IllLL/EI/e/lI" (ヽlontlLgu)コブル 三JJ'イ

13 5̀･J･,I〝,,L''J/W PIJ'̀'/〟5(SowerLJylウナムラサキ
Ⅰ4 JV'1'rJJN'II/'la〃g/LIu(～-MarlenS)ヒ ノ /ラ トリガイ

L5 1l rLL/('Jl･L･'I(Gmellnlケ yコウ yラ トL)ガイ

ll) .lI IukJ･u'･JLSlS(入l.lklyama)ブイサギ

17 Ar-IuboILCuJ~,Jlりou5SeaLHne)コベル トフネガイ

18 (･.I),,y〝,I"･155･FyJOビ′JM (Sowert'y)エ /クマキガイ

19 (I,i"JO〝Jy///L'lg/lJyLIM'S(J)unker)- /イガイ

20 1/oE/I〃/JLH〝Od'u//I9(Llnni)ェ ′ヒ′llJJ/イ

21 1JIIfC"/,n LL･e･tlJg(･lLI'(Gray1.-ブタユ タてガイ

22 C/･I,H,O･3(Sw//o♪ビ̀/e")stL･Lf/'lBern.lr州 エ /辛 ./チ ャタ

23 /'L,/･"Of･tJ〟L･′1(.UI三〝h,,pL･rIL"LLyeS50'･N-JS(.1日y)ホ タテカイ

24 (I"SSH-/′.t･LIgtglJ∫(Thunberg)でガキ

25 F',/.I〝lel/̀LI/i/LT(Goulrl)ウソ/ノミ

26 CLJLlL･llN /ubrIC̀一(Gould† ト :ザ タラ

27 C/I"〟,LL,･d,Ill"Ca/I/wN'e"SetDeshayes)ェ ′イ /カケガイ

28 (一 cJ/lLIIILlll(FabrlCluS)コケライ yカyガイ

29 C L'rltIduHHabe)TfT.ノスジィ ./カケガイ

30 (̀IIlISlfJtE=orul/'IILJ)breT･lS'PIJOIlLL/̀J(CiLrPenler)ェ ′ワス L,
31 CnIll/Jl.LrlJU'ro/oItl//ll/tElCIJllzE/(lltlSl(Reel,e)ェ /7/メ

32 .1んrIr =̀ 川 Y,tJ-SCar/JL･0♪ICIatPllsbry)- ′′-'ヵKイ

33 人rLL//,LllJaOlL･tWCea(JayIイ ソシ17ミ

34 PLL''0〝O･uL7rEIrrL'(Lamarck チ /7ガイ

35CJz/LLWI.yS/drrer17LLPJ･L)〃e/LSISKuroda)7ズてこ /千
垢 FllE7/e//̀･//{･llLdL･(Gou)dlキ 7-1トイガイ

37 .VJILLJ̀JPoJ-1rLtUaylキ ク/オオ /ガイ

こ娼 ['tJ,tOPI･JLl♪0〝Ir̀ItA Adamslナ :ガイ

39 'rJlr̀LrIErI/OI(Hnbe)7 クレス-モ ノガイ

40 PelLLIどJJLElfrL∫/HlJLEIIJ.J(‖abe)チ シャカモ ノガイ

41 1I'lLJ)pS(A〝Lygd̀一/L〃l11♪htll♪♪L,-〟rlI/7J(A Adam古eLReeve17サ 1)
42 l̂1/erlJLLllfLILJJILI0/(I(Reeヽe / トオ リ*'イ
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毒し ………Flg 22･ AT:e- l̀)btrlL)u110T10fbCaHot).
S.tTOm̀l一akeln19OLI

側の高密度の地域は,十タテガイYr軒休逝水城として.過

去10数年閃禁漁にしていた区域である｡

湖内におけるホタテガイ乍体のifl命机成は,Elg22に示

すように老令化が懲しい.これは触趣水域内のホタテガイ

のゼ令化が反映 しているものであるo

JJ=息桁腔をもとにして,ホタテガイ的甥を健甘上,上,

中∴Fに区分して.水深おJ:び底質との関係を見るとTable

6のようになる このJj=息密度を,外海漁場のものと比較

してみると (外海Iこおける桁網によるホタテ1/イの入網率

は,湖内における操業より低いであろうが)最上漁場とさ

れているところで,2,000m2当りおよそ500個体の生息
数であるっこれを.湖IJlrこおけるホタテガイ生息個体数を

約65併して換T).してみると.湖rJlにおける生息密度が非

偶にだ占いことがわかるo湖内では漁場と見られる比校的iJ己質の邸境でも,外海の上漁場と同席度の生息'0度

である.この中漁場以上の生態原鄭 t,水深 LI～11m,泥分合r.は)%以下.右隣炭素含有屑2%以下の底門
区である.このような条件を満足する庶矧5(_の両村推 計節すると.厳低で (15km2はある｡この度市区にお

いて 648m2当り約200個体のホタテガイの'_l三心が可能であるとすると.このlg域だけでも.6,000ト/の

ホタテカ'イが充殖できるであろう｡

サ ロ7湖は,.i-タテガイの生産地としてLri賓であるはかりではなく,本邦における唯一の天然榔JLの探幽

他としても攻要である｡推flの発J+_状況は.'r;lble7に,T.すように.1960年以降あまI)よい状蜘 こはないが

その原因および対斜 こついては,網走水抑 こおいて就農究明中である0

2 カ キ

IH湖 ｣̀時代には.カキがA-1も主賓な独姓対史であった しかし,三取番尿に 新耕Ilが掘nIIされたために

TabLe6･SLLlはtr̀llLLTrLCh.lr.IC(erOfscLltlopflSherLC3

wel1(lShcry moder∈Itefl,herr l badllShery

lndlvldualnumber

oiespcLal■てこ, I

SlllC)aycontents(%l

medlan【lL=lneter(卯

orL,anlLCarllOn
contenLS(%)

more‖-anl00 】 100-40

.css4.こn8ぉ i .6.二£

tessLhLLn2
(corseS.lndl

le5Sthan40

LI～13

lessthan100r
morethan80

H TlneSiln【1 6(511り

05-15 15-20 moreth.Hl25

Table7 Ye･.rlyvarLatK'nOfrudlmentilry5C▲lHopl)rO(Luc110T" IS･.romalake

tnfllV)dtjalnumberofscallop1.lrVLLe

)959 0 188

I960 0 3,I

)961 0 67

t962 0 18

ⅠndlltdualnurnL)erof
lilrtaePerOlleT.lft
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㌍#'"l湖nH近のカキ鞄のカキが多数施死したという触牛がある (端日付史,附和12年)Oだが,サロマ湖

における天然カキの漁獲高 (T.Iblc8)を見ると.昭和3年から7年へと執政高は増加の愉向にあるが.1岨

P]10年を墳いに して純度に減少し,昭和17年には193ト/の執政抑 ことどまったo

Tab)e8. 日leyedrLytilkeoloy古ICrLllS.LrOm.I)tIke.

8 1929

I.okoro

S.lTOmLI

ShlmOyObetu

tol̀Il

8630

6030

響 _ ｣ ･932 ｢ .~忘

慧 : l lZヲO,

0 lLL100 1 6940

15110 1 23970 20703 1 5620

この事実は,新潮LIのEM刑 とl■.】時にカキが栄漉したのではね:く.新糊Llr削 りによって.発必塩にIdんだ外

海水が瀧 人し,カキの成1'frこ非'/lt;に好適な灸件となったoLかし,む李においても糊水温はオホーツク海血

水温とほとんど変わらず,カキの産卵通水弧まで F･舛することは,ほとんどなくなった.lF糊 FF時代には夏

季には戯固な拝帯水層が発過するような屈境で, I一中岡の水隅は産卵適水温まで上JIHーていたため,縄文海

進とともに.オホーツク海まで唆して来たカキが.辛うじて残存生物として繁殖をつづけてきたのであるp

それゆぇ.この特殊な環境を徹元することなくして は, カキの産卵を‖f能ならしめることはむずかしい｡

しかし,養殖地としては好射牛であるので,性比より郁ガキを購入し.碑下式餐兼を行なっているが,充分

原掛 こ適応した讃殖法である｡
その他の貝煩資源としては,イ1''イが米如し,近年では熟度の対称となっている｡アサ').アカザラガイ

71~オノガイなども年瓜するが,馳姓の対称とはしていない｡

VIt ま と め

/ld態環境としての地形および皮質を詳しく検討し.その打.梨を庇4=生物分和との相関l対係で険討したOそ
の凋査結果を以 Fに要約するO

(‖ 水深固 くllg 2)を作成するなかで.現在の地形が如何にして形成されてきたかを,沖もIl世における変

遷において明らかにしたo

r2)政耳栓此分析結盟より.淘汰除数 (So).相手jIX中火仇 (MLIQ).1)皮 (Sk)および泥分含iiを求め,各Jtの

他によって'/lJT欄 ((･g7.flg 9- 13)を作った｡その気t.巣,Soは 13-6の問にあって.So<3

のものは砂Tr州研物に多く,So>3のものは泥質恥も1物に多い.掛王泥分命巌分Jr個 にも示されるように

rJti質唯耶物が広く'/lJlけ るO

(3)底質の粒度分科 1,現在の常J)である波浪および潮汐流によってのみ形成されないことがわかり,サp

-!湖形成過樅の粥力がキム7不,プ,ティ不イおよび北梓の砂州に皮映されていることがわかった｡

(41鉄門中のiJ機物は,ホ機朕莱i't,令額素罷について検討した｡右横灰対話は02-38%の間にあり,全

窒素恥土008-033%のri日にあるO

(5) 瀬換炭素茄との IFLL耶川-より,湖の榔飢環境は 柴輔,幌岩地l*および世話地区の二つにrf./J)される傾向

が′J､されたO

(6)底質柱状試料における有飯成案熊の射 ヒの相違が栄浦地L左と幌岩地区の深部の,tJ:料において認められ,

かつての確的環境 のlij.赦な射 ヒが反映されていることがわかったC

(TI水深および庇ffと政′I一動物/JIJJとのr姻族を那5衣にまとめ,その紡火,本湖にはホクテガイ虎姫適jlEが
hl抵 (･5krn2あることがわかった｡
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r81動物群iLlの変速を湖の形成過程を朗らかにすることによって,含那 加こ戊糾した｡とくに,天然カキの

衰滅の原凶についてyJらかにした｡
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北 海道 日本海 海域 におけ る ヒラメの系統 群につ いて

1. 1964年に実施 したヒラメの漂議放流試験結果

三 上 正 一 ･m 村 真 樹

(中央水産宗族萌)

Studieson thePopu一ation ol"Hirame"Flounder(Paralzlchthys

o/EVaCeOElST & S)oftheJapan SeaCoastolHokkaldo

I ResulLOIthelagg‖lh.eXl光r‖Tten=11adeln 1964

ShoichlMIKA＼= and MasakiTAMUlモA

(IIりLIL･LJIdu(-'JJI//∫ll/.l/･/J',rI'･SEt/'lJJIJNH'/̀L/S/̀L//t川)

ThlSrel氾rllSareSul10日hetagglngeXperlmenltor1-Hlrame''f)ou一一dermadebyourresearch

t瓜ltHKlnSel-Maru'(350ton)extendlngfromJunetoAugus10†19641nthelshlkarlEh)･re轄10n

.lndtlne■ghlJourlnFE;lreaOf(l叩e()ruyLL )ntlll3eXl)erlmenl.27llLldIVldu.Il5､､eretLIFIL･edlI=01Lll

.lnd8LJoneShll＼,ebeenreL.0､･ere(IulJIIlhLhllrnC

ALWrdmh･lOpreHOuSkn(nv】edHeS.lLSeem Lohe..Itle.Ihl.lhreeorfourLn'1叩entlenlpOl)ullL-
LionsさuCha'lhCnorthernJaptlnSelltX)1)utatlOnlha､1nt;lhelTdl>trlbut10naLrangerTuinlynorth"arll

lron theShakotanPenlnSula),LhesouthernJ叩'lnSeaLX)PulallOnlhavlnglLmatnlysouthwardfrom

theat〉ove),theOkhotskSeapopu】atLOn(havtnKltmlm)ylnE5itShIllrea),andlhePacl†lCPOpuILL=on

(maybelnC】ude(lsomelocaLo■1eSlareexl5lenllnthew.llers.lrOundtheHokkill(lo

Thetaggtnt:swerem.1'leonlyforthe叩 .'WmnL･#rOup5Wh■chappeilrtOhe､･･･lhcomptLr̀･L･､･ely
lllL･hlndePen(lenc)rlnlhelryear)vllIec)JeForthepurTX)ゝeOr＼eTlrlCationofourhypoLhe51'Otl

lhenorthem lapIInSe.1TX)puhtlOnOfthlSlloutl(ler Andalso,Welm,eS=g.nedthrout(htheexpe-

r)menlhowtheI(lgge'lllShesfromthesp̀lWnlTIL･だrOupSLlrereCOVerèldurtnglheSuCCeS汚IYePCrlO-lS

llllhelryearlyllreCyc一e

AsiLre5uh,ltbecameclearLhaH hesp.lWr"nggroupsalmostremO､er-OrthwiLrdarLerthe

spawnmg and extenrllhelrdlSlrLhutl0nalrangegrfLdual)v Thereafter.e.lCh rnlgrall､e group

helonE!lngln10theashore-m.grLlteper.OLl,thedlSperS.llperiod.art(hhepre-spa､yn'ngperlOd;Lre

lnLermlnglede.lChotller.butlheyb.lCktItÌllrHOlhelrOwnSP.lWnlnggrOuTlJsln thespaWnlnbr

per'0tl Thus.SpLIWnlnh･groupstagge'ltntJshlkan BLlya-1(IOfuyuLlreaared'rfe'enteachother

m､tew polntOrthe.rm.grat.､epr∝eSS Anda150,)U'lglngfrom theA.Str■1rul10natCOndlltonOl

ju＼enilesandyoung5,llLSthemostreasonablettlT)resumethaHherearetwodLStlllL･(POPulat10nS

Wtthlntheso-called110rthernJap.lnSellPOPulf･=OnWhlChh.■sbeenregarded;LSaSlnHtetX,putfltlOn

consIStSOrrlSllCSWlthtlleS▲lmemodeOTllfe.

1. ま え が き

ヒラバ上北海退榔 A.!の各地にJJl和し.dll護恥主食滋で転年 1,500-2,000トノ内外である｡これは食並の

水産物漁獲最の02%にも満たないが.魚価の揃いことと那榊かこ′(=息しているので.沿粒刺し網漁英.-
ラ引き漁業.その他の約7.11汎Xtならびに庇姐て網机3gにとってiri安な.触感である｡ここ二,三年兼,撚装以

西太平作海域の漁獲が洲 したが, 軌姓の過半掛lrl本滋軸域によってしめられている.EI本海海域では.

松前,恐れ 余TrL 珊JE一周辺.維内.寸ホーノタ海域の枝幸1.q辺が弛甥となり,漁期も北にいくほどおそく
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なっている切向がある｡このように拡い滋城にわたって弧hl 軌朋の移動が,あるので.ふろくから ｢このヒ

ラノはどこからくるのかLということにy.I.lX:tJ.のEyl一山がむけられていた

当b.&産耶化場でr61逝経路謁虎のため神.･Li内 (LIJH勺付近)て1952-1954年にわたって既藷放流試験が行

やや北方でとられたが銃丹半仏をこえることはなかった Lかしながら曜数はわずかではあったが南下し,

艮臣従移動のものIiiP_性癖峡の知内,さらに海峡をこえて太平作坪の程fL部での沖轟が報告されているい､暮)

llJ何軒のヒラノにつ-､ては.水産書及jlの人達を中心にして石狩湾軒標識放流崩h_協議会がつくられ,水産

筋化切と-jt洞 でイl'符群を中心にヒラメの博戯放流がなされたのは1956年から1957年にかけてであったOその

i.1.iFとは,いずれも大半は放沈切所付近でとれたが艮紅鮭移動のものは神恵内の助命とは適に｣ヒノブに延び天･)'c

LrJ付近にも及んでいると雑費されているl)i)I)√その後,放流場所をさらに北に過び仰崩管内で1958-59年に

諸点が行tJ:われた この内炎では 北上したもの.河下したものにわかれ,南 FしたものはIi符朽-.さら

に駅丹半仏をこえてLi都にもみられる上うになった,このことに上って好(丹半J:II以北およびuI朝のヒラメに

11若fの交光が/:Tなわれていることが想像されるが.班丹半島以hlのヒラノが肌丹判 ,',をこえて北 L:するか

どうかの問晦を究明することが今後桟された研究諜取であるときJlた丁)(

任̂満らは.ヒラノを調禿するにあたり.従来の知見を盤増しI), これを)i潤 として./-暮二析悌式を脚 こする

(児ff段m./I三活年周期の児税様式のlf別)系統SP)LO)を, 駅丹半払以南を t:_たる′暮三活甘l域とするもの.ll
北に t三たる生所有l域をもつもの.オホーンタ海域の枝や周辺に′l瀬音i城をもっているものがあると振放し,
そJtぞれ南部日本海系統群,北部t]本血系統辞.チ,f=-ツタお系統打とした このような似.没をたしかめる

ためには.各系枕許の闘市のJt活様式を明らかにすることが必典てある ここ'<･は け･戯放比の,PHを用い

て,上として成体の移動,回遊のj&Fliで.度卵群が･ひきつづく/I続年-1Al期の芥段肝で,どの上うlrlLt合'JIAJL

の特d=をしめすかということを考察した
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終始討論くだされたき削-t湖 北のプルーフの紳J.tに乱ほを点します,

2 tq壬の経過と方法

)96-l年6月中旬より8月ヒ旬にわたり.当確所属の湘鹿心金蛙JL(35トン)により,石狩汚海成.蛙冬岬

規辺海域において拝鼓放旋就牧を行なった 政経魚は,調木船で刺し網終業を行fj:い (｢l合いは主として

14Llnmないし150mrn)朝約-Elで軌&したものを用いた このノJ法で得られた糾 王,ほとんどが放流に冶

していた｡

軌摸された1(LIl.ただちに体長をihJJ注し.あらかじめ用意してあったスパゲティチューブにプラスチ,ク

の赤色板 (-Af苓 1cm)をとりつけたものを背綾部 (担LJi骨をおおっている肉Tは )中央に別でとおし.檎

をつくり括かし放放した B(流したものは,271怪 (1966年6月30日までに82f盲の再揃がtあった )であっ

た｡放凍点は第 日削こしめした

また.放沈触b'tとの生活年Iuq期にあるかを詞席するために.余rlJ.畑tにおいて汐推されたもの,お1び
金JuLの漁貨物の一部をPl定した,

放流魚の再揃は,各漁協削.漁菜者,tY一及負に脇ノ)をもとめ.既戯蔚'･;,弛甥位臥 iIIJiの仲卸lおよび,

Hl億なかぎり体良,体弔.雌雄.3Fも度の観照を離解していただいた
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r40■E 14l' 14～■
Flg I 1t.叩 OftaFL:ln只Pl.lee Eachnumberln(llCaLe3111W )nL:SL.lTIO】1

3 放流魚および再捕魚の性状

阿選は先JfT牧師 ･生活咋周Pは いう生活様式を児にする各段隅の継軽からなりたつものであり.それぞれ

の段桁が鼠心の処合銀式をもっていることは,近年の研究において明らかにされつつあるE)l)10)ll).

この研究では放旋お1び再細されたqlが,方状群の拝動,lid滋の過程で生活年周期のどこに位毘づけされ

どのような盤台特性をもっていたかをP,.1頓とするた8.に,まず北詞El木藤系統群の匹遜過程における生活年

間期の投輔rX分に対応する/巨姉妹式の祐也を々黙した｡すtL:hち.ヒラJの成魚の回遊の過掛 こは運動形態

を犬にするいくつかの段階があって,まず成井気胸PdのJA化か らみると産卵群 と産卵前期の群とがEF別でき

る｡ また1m桝の様式の射 ヒから接F.圭肌 分散糊および産卵l前川Jlの辞を区別することができる 悌2,那3
回)｡そしてrl段階の′l-析俳式,とくに知命特性は次のようIJ:特Mがみられる｡

1) 嬢il.±期の肝

この群は一触 こは11-Inに)ったって呪われ,刑はカレイ爪の幼((し カジカ臥 カタタチイワ-/.イカfJ:
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どの強食性をしめしている その典合tP式を'71巾のrBiからみると.他の'1-病年.刷抑こ比べて'.判合いに沖のノJ'

に分布し.漁俊分布にgLわれる反当り程数は前い 体長範囲は30-45ぐ∩-のものでしめられ.産卵群にみら

れるような大理のものは沖無さhない 性Itは群山こ上って多少犬なるがや体としては.ほほ1I 1であ
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る LJS;j汚海域のものは,沖か tの-)J-に'軽度の掛 ･群れをつくるが.姓冬押倒辺海域のものは,沿粒よりに

濃密な群をつくる仰向がある (第4回)｡

LI0-101: 50 lAl' ll)

Fig.4.RelatlVe.Ibundanceof●'Hirame''(loun(leTlnthea5hDre-mlRrate

l)erlOllor1964(LnfllC.lte(Ihytn(llヽtEtuatSPeraI.lnl
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2) 分散糊の辞 . .

この群は一触に牡2-4月にわたってBLわれ,ほとんど的朗をしていない 接岸朋にくらべて漁農分イいこ

現われる分布軌B'は急激に低下する｡ これ 土.群l群の運動の頓濃化および前掛 こおける密集からの疎開を反

映すると思われる (第5回)

llO'-40･E 50' lAl- 10'
Flg.5.ReldLL､eaL)uJldilnCeOl‥Htrarrle'､fIou11de=nlhe･IISperStllperlOd

o11964 1ndlCaledbylndlVldualspertllan
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3) 産卵前期の打

この酔ま一枚にはJ-6月に現われ,ちつは-らイカナゴの成.th (俗にオオナゴ)を摂糾している かなり

拡屯田に分布し.産卵射 こ近い沖合いに.lt熊的締蚊-の訂古い分布域があらわれてくる (第6回).

4) 産卵期の群

この軌 i一触には6-8月に現われ.熟卵をもったヒラノが辞令体の半分1日二にfJ:ったときから.放卯挨

140･40･E.. SC IAl･ lO･ !0 38

F･g G･ RelLItTte'lbUT--はnceOr H.rLtne f1oun-le√ 'TlTheI're叩.lnInmg

PcrlO'lol19t･4 1nIllL.lte'lh)lrHllutlulll､ドC'Lll=lTl



40

のものが半数以上になったときまでの期間を産卵期とするOこの兇め群は餅も底g_性魚鰍 こ移行し.多相な

種で構成されている,1964年の産卵期は6月7日から8月10日までであった｡この期に入ると,沖合いの分

布域が縮少し,漁獲分布からみると水深20-50mの浅い水域に濃密TJ:群がみられる｡移臥 回遊の過程で

もっとも接岸してくるときである｡体長範囲は30-鮒cm と幅が大きく,小型の魚似ま雄であり,掛i他の

期の群上りも大きいものがふえて くるO性比は他の生活年周期にくらべて雌の割合いが増加している (節

7囲)a

HD●-4DE 50~ 14I● lD 20 38

Fig.7. RelallVeaT'un'lanceofL'1-日rame､'flounr1er川 111e叩aWTl]哨 Per)0'Lof

1964(lndlCILIedbymdlVldu.lL5Per.日.ln､
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5) 産卵後ガJの群

この打は一般には8､10月に現われ.漁獲分和からみると産卵を終えると広く分散するようである｡

次に政経Nlの体鵜舟L荻を.n8回にしめした｡ ヒラノは蛙と雌では成魚に遠する体長が異なり,堆では30

I:m.雌で1137ulta;1後である｡庁議政経湖 では,政経時に雌地の判別が困難であるので,体長30m 以

FをJC戎魚30cm以上む成魚として扱った｡荊9回は市描された.qLの確農務号から放流時の体長にもどして

しめしたものである｡ ここで問題になるのは,体長30-37cm のものであるが,この時期に漁獲されるも

のは雌Ii推めて少なく.大部分は成熟推であるの{･.放放したものは上述のように成魚として凍った｡

?
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Rody)enかh亡■)

Flg･8･Ⅰhdylenglhcompo5-honorallHlggedllShes.

IS祐 ～72129刃 3132))3131誠17313110lllil)llli帖471暮4!5gSllZ5ユ54～与56
BodyLe叩th(41

Fig･9･Bodyle).glhcomposll10nOEthe'ecapluredspecLmenS.

ShownI,Vltattheln官等lngWas.TWde.
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以上の考察を根拠として放流した伽LJlとして燕卵群の範uflをF=心 にしたものと=P,-えることができる｡

4 再輔の経過および考蕪

耶1回にしめした放流点で放流された.((Iが仰rFiさ)したときは.放流ノ.F!.の舟与3をそのまま再捕地点につけ,

紗朝一回遊の経過をしめした (約10-17Ld)Oまた,7欄 沖こついての一覧衣を付表にしめした

産卵辞として放施したものが.ひきつづく拒卵胤 耗卵後胤 接岸胤 /Jl散期.産卵前期の群としてどの

ように再捕されていったかを々祭すると次の如くである｡

I) )964年産卵脚の群について

祁1回にしめした放排点で標識された 加 工.さらに沿岸の浅所に移動し,そのご,北上の帆;.Jをもってい

るo叶トE沖で円排された放流J:.Tt4のものは.放椛後の個体であった (節10阿)

L40'E H r' 142'
Flg 10 ReL=叩LurmgOlLtlelLlttL,e(IflShc" LLlrl】lLrlhc

5PaWl1】TIL･r)er'0°orlgt)1
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2) l賂4年産卵後hJの群について

石狩朽海域で故紙した.%の市城はみられなかったが,堆冬岬周辺海域で故証した魚は,ほとんど北上し.

礼文水道で 1尾.さらにオ･+.-ツタ海域のR兜的 (技宰)で再揃された 礼文水道の 1尾は雌で.一本釣り

で再捕された (JT日周)

Figl11 Rec乙lPlurLnh･0(theL̀1ggedrlShes(turlnL,lhe

l)OSt-SPilWnlnL･PerlO'Iof1964
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3) 1964年接岸朋の群について

tl押再で放旅した産卵群が柾冬岬周辺海域-.また堆冬岬で故推した産卵群が√TJ符轄海域へ.それぞれ生
活俄域を拡大しているO とくに株冬岬で放流 したものが摘下し,そこでは両海域のものがいりまじってい

るCまた,イ僻 汚海域.{･政批したものがfiY丹平凡をこえて,Ml.心内の皮紐て刑で7年捕されている (折12阿)

I40°E llI' 112'
Flg.12.RecapturlngOfthetaggedEIShesduTinLrtTle

ashore-mlgratePerlO{lot1964
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4) 1965年分散期の群について

姓冬岬周辺海域での再揃はみられなかったが.石狩湾では,雄冬およびll符朽両海域で放放したものが･

互いにいりまじり.分Jfi域も沖合いの方にひろがっている (第13回 )C

140◆E I4l' 142'
Flg 13 RecaplurmgOrlheLa鞘e'llLShes(lurmglhe

(llspersalperlOdof)905
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5) 1965年産卵がりgめ 群について

石持湾では,両海域で故紙したものがいりまじっているほか.t'狩湾で放放した魚が,桁丹半t,I)付近で l

局,底建て網で阿州ほれた (掛 4図)｡

FLg･lI RecLTIPturlllgOhhetagF!edtISrle5(lu‖ngttle

l)re-SP.lWnlngperlOtlof1965
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6) 】965年産卵期の掛こついて

産卵iTWJの群までは,Jj狩汚および堆冬向海域で放溺己したものが互いに交流しあっていたが･この淋 こな

ると両部 土全くL/)推し.それぞれ放流された産卵掛 こ来遊しているoただ･I-lA符市で放縦したものが･岩内

近傍の広地て網で 】は帯描きJl.ている (窮15凶)

1401E 14｢ I42:

FLg･15･RecapturlngOfLhe一･lLは･C.1fl>hes(Lurlngthe

sp̀LWnlngPerlt)aollgG5
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7) 放流時に若魚RIJであったものについて

イr狩湾海域で放流した岩魚朋のものは (放流時の体長 285mm,286mm),翌年 (1965年)同海域でl尾

は堆.1尾は雌 (再榔時の体長約370mm)が産卵群として再揃された (雛16回)0

FI甘.16. ReL_叩Lumlb,Oflndtvl(tualswhlChwereyoung

､vhctlthetlLggmgtliL(H)eenrrm(le
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8) 19=jiT]年周期を経過したものについて

1′k括年間期を庶過したものが.91竜神捕された (接岸期6砧.LJl放期日さ.産卵朋2尾 )a7i符朽では.

雌冬および打狩把のJ.F.)海域で放桝Eしたものがいりまじりあって接榊臥 分散肋 こ71i捕された｡しかし産卵期

には,それぞれ放流された推卵域に来遊している (餌17回)｡

また.了耶l梢 は現在までに平均302%をしめし.群れによっては叩描率5･t%と放維llLの半数以上も神捕さ
れている｡

FI甘.17 Rec.lPturlni:Orlhelagge(lIISheso､･eronevearlyllfecycle

+ Ashore-mlFrateperlOrl

x I)LSPerS.llperlOd

㊥ Sl).川･nlngPerlOrZ
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以上.この皆識放流訊取も̀,梨から.符′暮三括年lTWjの群のLllJ.Ei様式についての妥当性を確めながら.その内

幣をよl)lt体的なもの.として捉えることができた すなわち.日付朽おJ:び排冬岬周iZZわ城の産卵抑 ま,放

潮t後さらに約1J.城 に来遊し.准卵を行ない.その後はほとんどが北 l-.の帆1,JをしめしているO庶卵脳中に,ll

柑河で放流したものが柑l;沖で )福神排された3これは政柄後の僻体であって.放脚 .lr攻より接辞し.産卵

を終了して北上したものと.Lil.われる.ひきつづく産卵練淵Jの群は,政他の主Aiな対卸こならないので,その

三暮三T7,の状掛 こついてはわからない点が多くあるが,阿州のk-淡 から拡くl/1倣するようである｡この時には.

イ了符朽および挑冬岬周辺の両海域のものが部分的に脱命している｡そのご南下して接JJ.糊 の群とな1).ひき

つづく分散jyJ.産卵附JUiの群は.EJf.7お城のものは.ほ.ま半教近くずつfrl榔されていることから,TLいに/i=活

hdl域を拡大して池月l的には混合しあっているものと思われるoLかし,次の産卵Wlに入ると.群は両泡城の

.(tIの況令から一変して.それぞれもとの放粍地点 (産卵域)に来遊しているOこれらの過0.をつうじて,rT

140'E 14l̀ 142̀
Fig 18･ I)'slrLl)uLIOnOfJU､∫enlleso(●1-(.rame'flou.I(le-.-1Lyi2
≦･.:::;:::::: LesslhLLn30･nパー､IdutLl､Peranunlt
騨 帆,reLha一一洲 1-I(I"･･luatsI,er州 u･"L
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Flg.19. L)lstrlbuLLOnOfyoungsoF"Hlratlle''noun(IerlnlgL,2

よ::::::;;:-Lessth.ln JO I-1d.vldualsperanunll

J- More･han:n ･nd･V･dualspernnL･n..

符樗および雌冬仰両海域で産卵する群にはちがいがあると思われる

そこで.発Jftl段脚.人体的には払方.期,子守.†flPJの//)和の状態を換31した (好日8,19回)OこれはlE62'Ll三に

る8).

幼魚期 (このRIJの特性は.例の構成h'災なっていろ,,成魚では上として.((l耕なお的Iしているが.このPJで

はソデガイ.ヒトデ幼体等がみられるC)の分/rfは,イて杓再海域では,鹿卵城JIajHの水深 2Ll～30m のとこ

ろであるが,堆冬以北の海域では,産卵域とかけはなれた地域に生息している

若.晩期では,堆冬以北の海域は,幼取期のものと)t推 する横向をしめし.TL村朽海域では水深 40-60lrl

の紗泥巧のところに多くみられる｡

このように幼魚UJ.管.qDJにおいても.rl符朽を主If=_活都城とするもの.推冬以｣とを主生活箭城とするも
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のがあると推測される

以 L:のべたことから.北部日本海に′f17iEするヒラノは.その僻体先王I-_の過も1.で生続様式をやしくする一･つ

の系統群としてIr,えられてきたが.余friぶ1び岬毛の産卵群が抄動.回遊の過eil_{･しめす生析様式からみる

と.余市系統群,増毛系統群の二つがあると推定した方が要iLM･あると考える

5 事 的

I) いままでの匁1鬼で糾ら九ている′l三統年間朋の各段隅における堆/L_,L様式から.標藷的洗した伽 ま産卵群

であると々えた｡

2)産卵群の集合様式と,その後ひきつづいておころ典令様式の段隅的変化と再細魚との開脚 こついて述

ベ 九二,

3) 北部臼井掛 こ/t=息するヒラメは.従火の知見を盤推した節米.一つの系統群と仮設して.産卵群を対

卸 こ席識放流談獣を行なった その結Jjと.鹿卵後肌 接Ili肌 JI)放朋,産卵IrT淵 の群は.LJ杓的および雄冬

岬欄iZlのI'l■価 域のものが氾介しあっているが.花卵1剛こは,それぞれ放紘された推卯城で再捕されているo

また.幼仙ph 宕触JPJの/JH l-の状態を巧実冒した紙31と.dTiの仮.Rlま件正されて.余JEi系統辞.Lnも系統群と

するノIが要当であると推正した,
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付表 ヒラノ標識放流就族における再揃も1月と(1966年6)130n現有)

APpen･llXl̀Lble ResLll10ft哨Kl叩 eXPerlrnentOT"Hlrtlme'rlounderlnlgt,Ll

放 捷
TagF:lnF;
葦巨 .l朋 l胡所賃 Recapture年FIEl場 所

3 1961 614 高島岬 111961 619 ′H8赤岩沖 05カイ
:iE34N

捕

曹司 漁 具 l(蛋,

5錐 は えなわ 357

196411 9 ケー/7-レ川先程所沖 I5カイI) 148稚 刺 し 網

116カイ() 1965 612 小村赤岩沖 15カィ,) 363カレイ刺し約

1965 619 石狩灯台戊かIl12カイL) 370カL,イ刺し約

1966 6ll Fl和ILlfT台NNE IOカイLJ 727カレイ刺し網

1 1961 616 高鳥岬 35 1961 618 視距沖

NT:NXN 1964 619 小何軒2防波卿 や136m

16カイ1) 1964 620 朝里川 沖 ･_,kn

1964 7 1 余市汐見町前浜 水深 30m

)96I8 1 阿/JTN:JL:)5カイ リ

1961ll27 口和山灯台 NrlN7カイリ

1965 3 5 余rllTT.NE l3カイlJ

)965 615 巴浜亨412kEll

L

S/E;..'E
34カイリ

1964 7t2 朝ql_沖 2 km

2カレイ刺し柄 314

3小 定 瞥

4カレイ刺し網

15カレイ刺し網

46カレイ刺し網

161カレイ刺し網

262カレイ刺し網

364カレイ刺し網364カレイ刺し網

:::･ ::: l

O
)5カレイ刺し網

:::ニー;I.. 一言 -:.∴ ‥ ‥ ◆∴ ､一 二 ､ -. :二

1965 531 余11榊一

7 1964 619 聖 3ql,EIBTl10 1965 3･3 余榊

9 1964 624削 5,rP,砦 17 3

101964 626 馳 岬 110 1964 714 馴 il･1.15km

N.E‡≡苧冒 1965 614 口和 L'fT台 N 53カイリ
1965 6ー17 El和Iufr台 N3カイl)

111964 627讐 砦 1 5 .96L716 泣顔沖 8UOn
121961 630 見切崎

NE,'iE
14カイ

10 1965 323 4i'liN lカイ 1)

347カレイ刺し網

267カレイ刺 し網 100

0

18錐 刺 し 網 300

353カレイ刺 し網

3二6カレイ刺し網

10錐 刺 し 網 200

267カレイ刺し網 300

1965 612 尻戦崎沖 (他が.付近) 348カレイ刺 し網

1965628 古平七夕カムイ沖 7OOm-800m 282カレイ刺し舶

)965 520 5'Ll付町人字抑叩沖 水深47m 323底 建 て 網 20013 1964 7 1 尻戦略 10 1965 520 5'Ll付町人字抑叩沖 水深47m 323底 建 て 網 200

N㌢ 招 7T 196512 塩谷恐榊 缶 518カレイ刺し網

1▲196I7 2 響 怒;.W 謝･:芸三一…?5 ≡芸芸 :E L 3.5;= :;;:告 芸】ヒ芸 500

1 17カイ リ :≡… ;芸 冨芸1,註r器 .(.I:.15カイリ .…諾 :::芸ft芸



ー

一

幅
数

ILl
r

i

捕

Recapture

所 廃 l 汎 -JL r(芳)

-56821d･朋輔弼脱減輔弼

-｢
qJ1

日b)LLlrT角N65カイL)316カレイ刺し網

古jFノLLLJ崎NNE25km348カレイ刺し網

816 A-i,即町親子別沖 1km 400底 地 て 網

･ † ∴ ∴ ._ :｣ ;｣ '

:‥ -: ....: .∴ .:' ' : ニ ー

27 日'iH,l12km 5庶 建 て 網 125

Fl'flNW 25カイ1) 6- ラ 引 き

増毛PT別苅沖 13底 建 て 網

;:;!i

自省沖 23

日省沖 33

有明沖 (苫前) 2km 83

小松赤岩沖 NW 45カイL) 97

二 ･

1965 531 E=l和Ll】灯台 5カイ1) 312

1965 615 鬼鹿港 NllJlカイノ 326

1965 623I増毛堆 Wl呈S6カイリ 335

庶 建 て 網

庇 建 て 網

テソテ/釣 り

信

レイ刺し網

レイ刺し網レイ刺し網
レイ刺し網

レイ刺 し網

レイ刺し網

レイ刺 し網

/チ/釣 り

レイ刺し網

211964 731IFl谷沖 2km 41ヵレイ刺 し網

1964 929 増毛推 W/S34S珊 m 641カレイ刺し網

19641014 rlR泊沖 (北見枝幸)

小脚赤封沖 2カイIJ

J#冬岬 N W 3カイLJ

実阿武金崎 N lカイL)

余Ifft･:Nlミ21カイリ

余巾 NF'.21カイ()
塩谷沖 3km

JT平九1H崎 NE 2km

lLl･尾沖

･･二∴ I;.て

122カレイ刺 し網

229 カL'イ刺し網

十 ㌦ 】

カL/イ刺し網

1965 618 天狗岳沖 水脚 m 325lヵレイ刺し網】250
..A.lil.I.J IV~I L､: : ∴ .I:こ ■- .I

n瀬】山灯台 NE/NIL'N 7カイl) 115カレイ刺 し網
余Il了NE lSカイリ 216カレイ刺し網



放 沈

TtlgtllnL･

艶 竺 L L_竺_竺 蛋 年月H

2L19… 触 り∴ …≡… …｡喜

2419位l

再

Recapture

場 所 碑 弧 共I(霧,
口和山灯台 NE/N 15カイリ 246カレイ刺し網
温内p-ソク沖

岩尾クズレ沖 水深 37m

250カレイ刺し網

3361カレイ刺し網

増毛町 W 45カイ

余frfNE 15カイリ

128カレイ刺 し網 230

215カL/イ刺し網

F~価 LU灯台 E/N 9km 293Lは ぇ な わ I

;相
･7

別

水

山

文

ii

,LJ

o

8

9

川

飢

6

9

9

丁
3-
-

-
=
.

:i
■)8 8km 46一 本 釣 り 153

71一 本 釣 り
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キ タ ム ラサ キ ウ ニの年 令 形 質 と成 長 に つ い て

jlI I･f - Jih
(中火水産.鉄験切)

On theAgeDetermmlngCharacteranCIGrowth ofaSeaUrch■n,

Sl7-0′tgy/oce′ElrotlIS JLZLdLLS

KazuhlrO KAWAMURA

(JIolfL･̀IIdoCe/∫/nl/FtshLV-rI･JI..'rp(J7･n/〟J'〟̀′/i/〟/10/り

1､heauthorhasc̀lrrledoutastudyonthechar…lCterOhheplLlnlentrlngSfoun(llnLTlePeJlltI)

PL乙IteSL̀SiI､Va)IOlapedeterm'nat.on.lndalsoonlhcgrowlhofthelesl(ll.meterOfS/lo′l首.),/"-

lI,/Jh-U//ll1tLLdIJ

Theresu】tさObl.lLnedLireL15folloヽr

l Thet)1gnlentrLngSm thegeml<LIpJttebtLreu)TISIlulC'lI-ylllrt･C【Llrlerenl Lt'I｡uriCOneh.l､

Purl)】C,greeI､,̀LnrEwhLle‥‖-(lthoserlTlgS､､･･Lh L･nnutllcL,Lull.l･Onb AmoW Of(hem.1hepur一)1C

one lsthemostdlSllIICtILO(1form e(ldurLl1gthe≠lnterSe.t､Onlr(1111No＼ember10M.けL_h rherer()1C.

the.lgeOfS /JLLd'LS Canbeshovm bynuLllberSOrthePL叩leplh,menl川1115
2 Thecorre)atlOnbetween【1letestdl(lmeLertl)andlhatortheflH1genlla】p一ate(yいnay

1)erepreselltedbythenextformula _V- Oり51J

3 TherelattonslJe1､､,canilgetin(l(hetestdl･ImeterOTcxiLmLne(1seiLurChlnSLilYoIChlare

oneyear 164Tllm,twoyearS 356mm.ThreeyellrS Llli2111nlfourye.lrS 54Ll

mm fLVeyeilrS I-21うmnl,reSpeLnrely

Deutler(1926),Moore(1935)はある蝕のウニでは掛 こ色糸が'LFr.rJjylI')/ElLを7Jくして規則的に沈着し,at

にみられる色素解が年令形質として使用できることを明らかにLtr.久米 (1929)は7カウニ ムラサキウ

ニ,コソダカウニ.I:7 1/ウニ.ラッパウニなどの灘に色戎粁力助船にjRかれることを報L,]t-したが,それが

年令と大きさの胴陳を(暮軸掛 こみられる色糸･lHの数から推定した｡しかし.生材坂の色京帯の特性とその年

周期変化についてはまだ軸it'Tしていない｡ 搾封土195Bif一以東.余rh産キタムラサキウニの生殖板の色素の形

成過R_および年令と大きさについて研究をおこわ:い岩下の知見を相たのでここに撒く-Ⅰする｡

本文に入るに先きだち.研究材料の探卿こriり)していただいた小林東広it.出｢桔 TJf亡に感謝のit:･を点す

る｡

材 料 と 方 法

L958年10月J:り1959年11月まで娠月日L･1,余Ili沿岸のキタムラサキウニ (殻守l;mO～70.T"1)20-:0個体を

採放して,ノl_栖駁It)の色太郎の形Tiの形男とその年周期変化を調べたOまた.1965咋8月25Hから9月3ll

にかけて殻手篭16LI-7こHSnlTnのウニ23J個体と採躯し,ウニの年令と大きさの側 臥こついて調べた｡

託) Ono(La(1931)によれは.ウニの生娘掛 i先年の過程で変態叫からすでに形成されているが.)Bii'[鮫や
問)i;･T字池 はウニの成艮とともにその数が岬加するJこのため歩)ri',板やIii捗僻Aiの巴号削HIによってiT-令を

榊定することはその&-の形脚 与朋が明らでない相互り危険である そのJtrJ.,'t:郁板は咋令をlfE延するr_て

山も良い条件を粘えているといえる
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生殖炉の色束帯を観察する方法は M00reH935)のそれと原埋的に同じで次のとおりである｡ウニの頂上

系 (生水CELl.限kJを含む)を殻から取り.樺を取り除き教の水平面を外側と内側から硫LiTで輝き02-07

mm まで研磨し.脱水し.トp-ルで逮徹し.スライドグラスにカナダバルサムで封入してプレパラートを

作懲した また一部の個体の't=新鮮の朕断面の標本も作製Lた ′ヒ殖坂の巴兼帯は新政続で税黙した.5つ

の生殖板のうち節2生穀坂はたくさん穴があり.色RJliも不Af明なので悦寮の対象から外した｡標本を作動

する上で法旺すべきJ!7.はすでに Mooreがくわしく述べているので省略する｡

キタムラサキウニの一年 nの個体を天然で -̂T.tに採如け るのは一般に凶煉{･あり,余rFiでは 1個体しか採

鮭できなかった 一年ウニの -̂ささを確かめるために196JIF7月2311に市殊再の垂下弟私カキに付着してい

たウニを15個体採粧した｡ウニを採集した技は前年7月に設促したもので沸一年捷過している 木下ら (尤

先占)によれは'有珠沿岸のキタムラサキウニの産卵JVlは年 目.･1{･9月下fl)～11月中旬であるから,採放した

ウニが前'Ll秋に発こじした1作目のウニであることは確かである∩

抵 果

) 生地鰍こみられるC1ぷ仲とその年1,71脱変化

生殖坂の水平rhは FW lに,械断面は 1-ig 2に′J､した

キタムラサキウニの故の外政はすべて繋JtI.色をしているが,敬の内部は紫,蘇,Elの三色の約になってい

る 生殖坂の中Ll郡には PrLmlltVe,PostmetamOrl)hlcplaleがあり,つづいて色紫の沈Zl'していない珊

JJ1が少しあるが,すぐに紫色の巴ポ伴になる 紫色の部分は帥97でほほ均一な色調を示す場合が多い｡つづ

いて般色の色素帯に移ろが両7,･のtB界は非常にはっきりしている ii色の色素静 ま次第に薄くなり,ほとん

ど白色に近くfJ:る｡較色からrj巴への'A化は連続的で境界のはっきりしIL:い場合が多い｡それからは周辺に
むかって紫.疑.Flの繁忙が助川的に触りibAされる 紫色の色糸邦の似ま祈l持ては射 ヒが多いが.第2也

からは外側のものほど狭くなっている｢一般に窮7-8輪以 卜になるとはとんとET.別できなくなることが多

いoまた,紫色の色紫称i途rl･でJl'rTnこ淡い無色のThlQで2分されていることが時々椴Z.写される (JZlg D)｡

(Cl 什11

F･g･1･Ilor･zonlalbeC1.0■10ri:enllalphte Show'ngagesasI)nelJV

t"oIB■.three(Cl.Llndfour(J)).vearsIId
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Flg.2. ＼′erLICLlISeCtlOnOrLhetlentttllpl.lle

l A:･r.lll'LIrP)czone コ SLmnllpurl-tC 的 IIC JTh.r̀lr･url,lezone

この原閏はわからないが,二枚111L:どでよくいわjtも押韻'h-のようIL:ものかもし九tJ:い｡水YWHの色&補の

形は内からrnl辺部にむかって相似形をしており成良してもJl-_荊坂の形がほとんど'変化しないことを′L.してい

ると思われる｡巴架御 エまた人姥の内部にもみられる

JJi銘板の鋲斬戚 (Flg 2)からみると.色兼帯は坂の内側のr繭にはほとんどみられない｡また.色東の沈

Ztは周辺に近いものほど坂の内鰍 こ疎く入っているが,鮫の外側では)壬RIのみである｡これらの,(.･から.坂

の成長は主として,鮫の側面と内耐こむかっておこなわれ,外面のプ)J向にはほとんどおこなわれてしないと

与えられるOまた.巴難の沈掛 主桁の外rklと側面からおこなわれていると推定される｡

JJi席仮の77..1辺部に紫色の巴兼帯がみられる個体の比率の季節変化を (Flg 3)に示したO紫色のelガ･rfの
形成は11月からはじまり,4月までに終る.,4月から10月までの間にi美色.白色の部分が形成されるが.大

まかにいって,線色の部/Jlは僻から針こかけて,白色の部分は左から秋にかけて形成される｡これらの巴嫉

僻が年周期をもって形成されること.七味の遜触カキにfJ着していたウニはすべて紫色の色男鞘が1-つしか

形成されていなかったことなどから.色糸僻の･BEが咋令形戸として陛用できることは明らかである｡

I F ■l ▲ H
IIM b .LL

[ヨ ･･L･･･ー
Flg.3.SeasonalchangeoflheOCL:UrrenCeOfpurple印lour

rlngltHheoLLtmOSlZoneOfgenlltllllLlle

2 激洋と折5/l触b(のL亡1経とのE刈繰

5つのJII=_新版はそれぞれ形が叛なっており比較的んjiLtl称の形をしているのは祈2お上び折5Jk耕坂であ
る｡窮2′l=触掛 ま前述の上うに色架帯の観察には適当でないので,祈5′l三放板の直径と讃性の関係を的べ

の式で示すことができる

生殖坂の形はウニの大きさによってほとんどJA=化がみられないこと.′t.#t坂の色糸帯は年J,.qnlをもって形

成されることなどから.乍頼坂のそれぞれの色R常に閉すれる部分のdULiX_をiN定することによって.その僻



体の歴史的な成長過樫を):まかに推定できるであろう
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Flg.5,Growthcurveol.Y′川(Ills

3. 年令と放任とのBQ繰

余rF産キタムラサキウニの萌査個体丑234のうち,193個掛こついて色窯帯の数を確認し,年令を推定す

ることができた 年令と駁径との開脚こついて Tablelお上び Ftg5に示したOまた,色兼帯にERまれ

た部分の政経と殻指との開床から各年鞭群の年令と･Bi控の関齢こついて Tab】e二三に示した｡

I年ウニは1個体のみで昇降 16Llmmである｡有珠の養殖カキにfr眉していたウニの大きさは教程98-

23Llmmの間で平均 179mmである｡ また.余rrlT産 ウニの各年統辞の沸1年の大きさの平均値は 17ト

180mm の範囲にあり.キタムラサキウニの講一年の大きさは一般的にいって.叡径 15-20mm く･らいで

あろう¢2年ウニ以上の大きさの平均値は2年357mm.3年462mm,4年543mn1,5年626mm,6

年719mm,となっている｡6年ウニは2値休しかないのでこのEl値はf.q薪できない｡年間の成艮最は L年

fIL6LLmnl.2iFH194mm.3年日105mm,{･4年以後は約 8mmぐらいになっている｡各年紐群の成

)毒F'をみると1964年には1965年よりも成長が良かったと推定されるO
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Tablel TestrllameterandbodywelghtofS t'LLtlLLS■neach),earclass

exaTTnnednumber testdtame(erfmnl tx)dywelght(か

1
cc0
3

9

2

1
八と

7

･･-

8

2

5

3

2

3

3

3

土

上
土

士

-↓
7

2

3

6

9

6

1L3
6

･･q
2

･-

1

3

4

5

6

7

3

土

士

士ー

引

加

引

44

槌

的

ー

Tablc2.Te5日llilmeterOfeilChye.lrCL(tssolLSJJL'dI'',eSLLmatedbytlle

dltlmelerOfpLLrmCnlrl叩5日日hegenltalI))ilteS

Im･(Ivea一year 1962 1963 1961 1965

1961 )71118 361-28 490+28 5131=35

1962 17▲l±37 366-35 I62土32

1963 180⊥25 35.7士28

195∠1 1 16-1土4

考 Ej

Deut】er(1926).MooreH')351は Jll̀htIILLSVSLL'/…/I〃JLlol〃b'm･'l/'ullLSLJJnJ/〟Sなどのウニ0-倍の色
素について報Ll.11しており,色糸の沈/.]部位.沈̂Y.r状腰のJRl期的射 ヒの掛目他 などはキタムラサキウニとほと

んど同じであるo E'J,uJ'J'ビnLle"/"､ではiLに巴索が瓜も多く沈 Ŷiするが.キタムラサキウニでは冬に澱

も多い｡ Fl/'uJ''SP'̀〟/ビ′JI''sq:産卵期はイ声であり,キタムラサキウニの産卵脚 ま扶であるから,産卵Rl】後

に碑機 とも色素の沈Jrが多いことでは一致している

I)eutler.Mooreは敬への色素の沈岩は氏物の磯原と摂糾活動の射 ヒに対灯して射 ヒすると述べているD

キタムラサキウニの 允物と摂訴活動の 牒P●的変化についてはこれまでに研究されていない｡ I.UJl(1962･

L963),川村.柿(1965)のエ′′こ7ソウニに閑する研究に1九は,む鰍 活動,Jj三殖典の先途.収の成典などは
相互に的建し合いたがら周期的に変化する｡班新法軌 i産卵期後冬から作にかけて活発になり.冬の関は折

られた兼卦 ま上として祭の成長にむけられ.約二なると'i=殖巣の充過にむけられるようになる｡掛 こfL:ると

摂即活動は低下し.′E叔巣の丑的発達.黄の成長も.王とんど停止してしまう Fu)1(1960),木下ら (R先

A).嘗舌ら(未発&)の研究に上れII'.キタムラサキウニの生地巣の先過J)年周期変化は底本的にエ′パフ

I/ウニと同じであるから.摂糾活動,忠の成長などの周期的変化もェ′パフ./ウニと似ているとM.倣される

那,こんご明らかにする必要がある,なお,紫色の色素帯の形成される時畑の'+耕典の発育段階は産卵後LiiI

復mに当る｡

Moore(1935.36)は J.:(仙 川 ' eSlLLI…/IIJでは46-79% の個体で色架帯から年令を判定することができ

た,余市座キタムラサキウニでは82%.ill米産ウニでは8年以上の老令の個体を除き90%以上年令を判定を

することができた l;llE川JI' eSHL/e′〟uSの色東邦の不明瞭な個体はね鍵が年中飽富で飢料粂件のよい場所

に多くみられた 余rll産ウニの場合には,河Llに近く.海港の生育状態のあまりよくない場所に.色系荷の

不明瞭IL:個体が多かった かloorcl196.V は I.J･/ULJL/ultIJSl･'l/IL･gLLILLSでは,年令形質として使用できる

色寮帯を兄い目すことができなかった 岩石もェ′プ7ソウニについて,相当数の標本を作って詫べたが.

色素借q_明Ⅶな個体はきわめて少なかった ウニ01.腰に沈,ITiする色素とその周瓜的射 ヒは,ウこの種Eiに上

って.また 同一徒であっても./生活粂件の佃桝に上って艶なるものとろえられるO

久米 (1929)は7カウこの間歩帝.歩冊.TTi上糸の色菜静についてくわしく報告し.成長と年令の関掛こ
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ついては,｢この/l=T<鼓すif(巴穎粁)が海胆の年令といかに帆繰するかのJIJl掛 こついては舛妹あることでは

あるがRL定は姻雌である,冬期光線を受くること少な:く,採食に乏しき折に無色の魚群がlH一現 し,刑yJ-uJyj
において伽 .iなる′lミ前をなす岬に色彩ある粂帯の出現を見ることが‖f能であれは.生長灸脚 ま明らかに叫輪

である｡｣と述べている｡久米はアカウこのほかムラサキウニ,コ/ダカウニ.′く7-/ウニ,ラyバウニで

もEyl般な色Alrlのみられることを雌蕊してお り.これらのウニの色東常の形成の季節饗ILを研究すればキタ

ムラサキウニとJr･ltpのAl.児が糾られる可能性があると考えられるo

どぶ ()966)は火光度キタムラサキウニの年令と大きさのrA陳について灘i!.した｡余rll産 ウニは火火より

も岩 I二成r<がLlrい帆(･Jもみられる (Flg5)｡ しかし調香時朋が舛なるのでif確な比掛 まできないoキタム

ラサキウニの成良の季節変化についてはまだ明らかにされておらず.こんご苑弔段階,年活周跡 こ対応して

成長の実態を明らかにすることが必要である｡

柵 要

1 余Ifl産キタムラItrキウニをおもなけ料として,′1鮒掛 こみられる色素僻の特性,ウニの年令と大きさ

について研究 した｡

2 生地鮫の色糸鰍 ま新仏.農兵也.nClのr_CLに/Jlら九.紫LLLのr.WJ)が崩も那明である｡色素籍の変化は
fFfrq期を'-J<し,紫色の桃//1は 11- 3)Jの日加こ形成さh.也)削げの数によってウニの年令を亦すことができ

る｡

3 a'154=軒桁の出仕と栽後との側掛 まy=0051x (x-放憎, y-折5/I=雛板の帝径) の式で'ボナ

ことができる｡

4 余市塵キタムラサキウニの年令と敷径とのr5g齢 ま次のとお りである

]年-164mm.2年 357mm.3咋 4ll_7mm,4年-5L13nltll,5年1626mm

文 蘇

Ⅰ)euLler.ド (1926) UbeT(1tlSWachsLumdesSeeLgelskeleLtさ
ZooIJZlllrh AbLAtlくII uOnLog 【LerTlere,Bd48,lleft.2,119-21X)

Full.A (1∈栃0) SLud】esontlleb】ologyoftheseaLlrChln

l1L TモeprO'lucll､eL)CLeoltwoseaurchlnS,S/'n′JgrV/'J''JH/′-′/NSIJNd''siIntlS 川/LノJ州,(IIN<

BUH FllCFISllHokk.LldoUnlV.11日)I-14

(19b2) SLudICSOnthebtoloh･yOfthese.Lt■rChlnb

V Foo{lconsuml)tZOnOlS/ro/Jg)･loce〝Iro/''sI/∫/〝J/LelIl"

Jo///JEL♪ Eco/45JOl,12(5)1811186

'I.rE: Etq, (1963) ウニ増殖に関する研究

EljB:水産乍会Iq月138年度秋季大会-//.i-:ジューム議事録 127-136

川村-拡 (1966) 浦河町沿7-LJsのキタムラサキウニの生態と幣原管理に関する2 3のJ5㍍ 本棚昏 (5)

川村一広 ･帆rir.荏 (1965) ェ'/バフソウニの摂解成長成熟におよはす水fTntの影智について

北水訳月報 22(3)22-LlS
久米又三 (1929) 海胆好め 円･桁の生17<について BJ!学界 27(3)17-21

Moore.H B(1935) Acomp.lrl｡OT'Orltleb】0loh･yOfErh'JI" L･J(uleN/trjm dlllercrttLlallltiltさP.l√t
lr JoLIrMLLrBtoIAsさOC.20(日109-128

(1937)IAcom p.lr150nOltheblo)ogyofI.:,]･(JmJl,n//wJ/LL51ndLflerenthabltatS
l).lrL‖Ⅰ /bld.21.7H-719

- eLlllJg63) 810lotiyofI,I/(,(itJJII/'7(L17IJB ÌllIJ I3ullMarScIGulfan(ICartbbe.,tn.
13(1)23-53

Onod.I,K(19･u) NolesOnthe｡Le､rel叩menLOfHe/,,JLL,/I,,I- ′̀E3SJ'Ju,Ll･Wllhspeclalrefe'erLCC10

thestructure()fthel{lrVil】bor1y Mem CoH Scllく)rolollnpUmvSETB 7,103-134
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水 産 製 r'Tんの カ ビに 関 す る研 究

第15報 防御剤 の効 果 的 使 用 法 に つ い て

(2) ソル ビ･/酸 と塩化ナ トリウム併用に よる仇徹効lLLについて

代. 腱 .lLLi ち

(函館水産試験場)

Stud]eson Fungllsolated from Manulaclured Marlne Products書

XV EffectlVeusageOfanいrunglalmaterlals

(2) Effectofcom blnZIL)On50lsorblCとICld andsodlum
chlor】deloLllei,rO＼＼州1OH unhll

TeruhlkoSA1.0

(Hut.k''IdnlJL'LIOllE'/eFIS/L'JJ･'(,'/LILPt′'THLLJ′山L/LT)/̀'IL〃lL)

rheellecLsorcomhlnaLIOnOT50ll)】C.lCl(liln(Isodlum I;hlor)detotllei,rOWlllOlfungiWlHch

lSOkltC(1From themanuEacLurerlrn;lr■11CI)rOllucLSiln(lha＼lng theres】shL),lltylosort)LC乙ICl(I:Ind

sodlum Ch)orldewerelestedIll＼･llrO ′nlCreSUllSObLLHnedaresurnm.IrlZedasfo一low

I BvspeceLS,SOmeWtlaLdLffcrcnccsWerefoun(I】nLhelrreSIStlbl】ltyLlgaltlStSOrblCilCl(1,so(】L-

umch】orl(leilndcomt)ma110n､0lbothchemLL:LIIs Butuseoft:omblnLltlOnS15IllOreefleくニIl＼,eLtlLln
ln(llvldu.lluseoflhose暮wocllel111CiLIs

2 ThealmosILeSLedfL‖W wereLnhLhltL,rLhyLICOmbHl.1日OnOf25Oppm ofhOrblCLh_ltl.Hld

05-】5molofsodlumchLorl'1e N州1ely,Asp JJJg{,I､､･aSLlll-ll'lLedb〉r250ppm ofLheformer

.Lnd15molofthe)̀llter,/lJP ど/̀II'Cll=VLISby25Oppm a11亡110mol.UL,CSP､VaSl)y250pprn

.Ln(I05mol,'Jlr･cJH,dどrl"" 叩 WL■Sl'y250pl)m an(I15m01..1■ldP ,･,′sp WtLSby333ppm i,nd

20mOlrespecl■､ely

3 ThercLlreSO■meSPeCleSOlfullglWtlLCtlC.111begrownuplnh1L･hLO11SIStel一L:yOf50rblL;･tud,

butgr0､､･thorLllO､CrLH1gIWitsI.OntrOle(1hyuseoEacomhln.･=otlOr>OrlLU･11L-h]orLde'Lrt-I50rblL-

.TtCldlnlowconhlSlency

LI A5.m .tTltlfuntltLl111el110(1101tlea川 IIClat Se.ISOne(1m.lrtnel)rO(1uctb.LLLSInOredeslrableto

IncreaseLllC乙川10unLOfso(lLunChtonrfelnuse【Ogettler､＼,ltllbOrI)lC.lCld

描 丁

讃者はF17梢il)において.防徴剤と鮮斬あるいは無排塩析の併用によるrJJ蝕jrl戯砲火について検討した｡そ

の紙袋斬新より無機鮎斬,なかでも塩化ナトリウムとソルビ/願との肝川により,塩ltlナト1)ウムの港適正
とソルビノ倍の防救助児の和より)=きい,糊剤的なyJ微増戯劫火が認められた

本試射 こおいては, さき2)3)にイカくん製品およびその他の製rF"I-などより分離したカL='のうち,水産調味

敬('llllI二光/とが多くみられかつ,ソルビノ鰍 こDifJ'Lの威し､と.lil.われるカビを供訳カビとして,塩化ナ ト1)ウふ

とソルビ/侠併用によるカビ発育におよは'す膨背および発tfrl川二浪In:について検討を加えたので.その打,JR

について報it;-する

*TheMlt･olllnz,serleSWaさChnrtti･e').捕 ll川 lrolll1hLヽllLllC
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拭 故 方 法

1 培地の作製

)占木対照徹 也は放牧繋20%添加 CuLPekAg{lr培地とした｡

,妖艶 肘 也は (日 ソルビノ相区培地-ソルti'/較 (ソルt='ソ恨カIJを用い.ソルビ/酸尉こ換芥)をそれ
ぞ九段附伽こ l/4.000.1/3.000,1/2.00),1/1,000を端本対照培地に添加した｡

(2)伽†ヒナ トリウムlズ他 出-塩化ナトリウムをそれぞれ段附 (L)に 05,日)15,2Omolを進水対柳津

地に妹加したO

(3)地TL化ナ トリウム,ソルビ/懐肝川料也-.汎験培地 (I).(2)のノルビソ倍と塩化ナ トI)ウム【1'lB

削み合わせ それぞれ段断的に1.i;木村柑リ洋他に樵/wLた

2 供L沃カビ

地目lBllLlloo)楽天斜仰 .L7地には純し,27oCで Ij削ilJlL',LIさした ･t､p ′=Llr′ A･p どll,,""､, l'･･" 叩 .

.lI/日 印 .I//llh,JdLJH〝̀′叩 の'ti胞 Fをもって供[7抗力t{とした

3 試験)i法

).(,木村,LIl1桔地および談娩培地をL(L径 9cm の/1-レにil_人し,冷却頻嗣させた応平培地に,あらかじめ

)脳卜川桁推した†共訳力t=.のJYLfを 1F'l金線お宅取し.3線あて割線塗抹して27°Cの恒温器中で湿性に乳 首 ､し.

1過日盲児 舐Lしたのちカビ)fe′l_の17無お亡び発fr状掛 こついて観Ifi検討した-
試験結果および考察

猫AflWi培 地.ノ'L,ど-/頼区培地 (基AJTIhJ叩き他にソルビ/磨 )/4,000-1/1,000添加),塩化ナト1)ウ

ム区培地 (2.fJ,本対l桝培地に塩化ナ トリウム 05-20n'K11添加)およびソルビ/厳と塩化ナトリウム併用培

地 (基本対【】,'1.培地にソルL='ノ酸 1/4,000-I/I,000と塩化ナトリウム 05-2Omotを組合せ添加)などの

崩十培地に供試カビ拒+を劇線塗探して,カt:J発生の有無および発育状態の良否について観察検討した結果

はa71-5表のとおりであるo

TabltL1 LnhlbltOry.lCtlOIIOrthecomblnaLIOn50fsorblCaCL(landSod)ulll

chlorl(Lero【llegrOWtllOE-IJJ, /'Lge/･

Concenい･̀ltlOl10(
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Table3 1nhlbltOTyaCtlOnOlthecomblnntLO1150(50rblL=ilCldandsodlum

ch)orldetothegrowthofI'(I,I5P
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Table5. lnhl1)110ryttCl10110ltheeOrnblnLLttOnSOfsorblCaCllliln(IsorHum

chlorl(lelothetlrOWLhor'l●/･IIhαÌ,/〝M sp
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耶 Ⅰ滋によると <̂J)〝'gL･rはソルt='ン巌およびJh化ナ トl)ウムに掛 ､抵抗がtみられる_すfJ:hち.単に

ソ'Lビ./憶あるいは4i化ナト.)ウムを添加した培地においては,それぞれ本親族堤高浪&=の培地に良好な允

帯状感を,示している しかし両者の併用培地において,かな り允ffが抑湖またはFfl譜されるのがみられる
･//Lt='/憶 lI,OW と塩化ナ ト[)ウム 15mol併用培地で允称はFrL鞘さIL.ソルt='ン酸 13.000と塩化ナ

ト1)ウム lqnoL併用培地で発育不良とlJ:り, 15moIのOfnJで帆胡さltる ソJH='ン厳 12,000併nJlJ{-_

ではlldじ仰l1,Jにある ソルビソ転 )1.000と塩化ナト1)ウム LOmol併用培地で発育はm'鞘される ソル

ビ'/蕨の供浪度との併用において11.塩化ナ トl)ウム 15mol以上で免flはえらLtlJ:い

(2IA†♪ gll･IIrJLS

祈2r<に上ると .lsp gl̀LL'(''51まソルビン酸に対して潮か ､に択抗Ykは舶いが.塩化ナ トリウムに慈い択

抗性がみられろ ソルビ./頼培地では 12.000添加で発称 エイり辻にな り. I/1,000添加で発育は阻苫され

ている 塩化ナ トl)ウム横地において,20nlO】漁加.{･鬼軒は抑制さLLずL辻けなJI:-ff状態が入られる ソル

ビソ願と塩化ナ トlJウム併用培地において.ソルビ/頼 14,000とnl化ナ トリウム HJmol紘hrl特地で允
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称 i狙貸され,またソルビ/恨 l/3,000以上の脆加培地では塩化ナトリウム 05mol添加で発育はみられ
なく阻止されているL

(3) PL･/ISP

那3かこよると J'LJJJbp はソルビソ慨および塩化ナトリウムに･掛 ､抵抗性がみられるDすなわち･本訴

玖Jriた.I,波腹であるソルビノ髄 1/1,00)あるいは塩化ナトリウム 20mO-培地においてTE絹な尭台をしてい

るoLかし,ノルビ/憶と塩化ナトリウム(刑F僻 地においては./ルt='-/蕨 1/4.000と塩化ナト1)ウム2O

添加培地では発fTを抑制され.磁化ナトt)ウム 201110)のL)f)lりti地で発育はm rlfされるのがみられるn ソ

ルt='ノ醸 l/2,000と塩化ナトリウムの仲川培地においては.ソルビン酸 1/3,000と鮎化ナトリウムufjfけ,5
地とrqじ傾向にあるOソルビ/形 l/1.00 と塩化ナトリウム 10mol添加併用培地において l)i," 印 は

発育を岨flplされているO

(i) .UJ/rSP

窮4蓑によるとJI′′rsp は ソルビ/憶に対して抵抗性がみられるが.塩化ナ ト1)ウム培地の 10mol添
加漆度で兎仰 i不良になり,I5mo】添加濃度で充fTは附粥されているoソルビノ願と塩化ナトリウムfJf用

によって,本試験の範uEで発育はすべ.{阻1.jlされ併用による杉幣が人きくみられるし

(5) ′/'J/I/l′Jd〃 .ulr′SP

第5ノくによると′/HrJ,a,/LJrJJJ(,Slつは ノルt='ノ矧 こ対してはなはだ掛 ･机抗Mがみられる 搬化ナトリウ

ムにも割れ ､にl寸性がみられるが. 2日mo)珠加膿lかこおいて発育はPlirllfされる.｢ /ルビソ倍と塩化ナト

リウム併用培地におい て.ソルビン椴 l/i,000 と塩化ナtリウム 川 mo)樵加培地で発熱 ま小良になり,

塩化ナトリウム 15mol添加併川培地で先fiはFH.糾されるO ノルビン解 l/3,000あるいは 1/2,000と塩化

ナトリウム 10mol添加用帥 Tltl也で発育は大きく抑制され.塩化ナ トl)ウム 15m01添加併川畔地で発子It

は阻止される｡ ソルビン酸 l/1,000と塩化ナ トリL)ム tOmol添加併用培地で先科 がrは され′Lffはみら

れない｡

以 卜.の結巣よりカビの使鰍 こより,ソルビ-/恨,塩化ナトリウムおよびトf･梢 の併川によるカビの允榊こお
よはす影廿は共なるが.これらをF紬 使用した場合より,併用することによって単独使用の波IE-より低濃度

で供訳カビの発市は抑御.かつ阻苫されるのがみられる｡

ソルビ/酸と塩化ナ トリウムの併用培地において,/,レビン厳と塩化ナトリウムのカビ発fF即1止戯低濃度
とのr姻続を検討すると那6ノ之のとおりである

Table6 Thelowestconcenlr̀1LIOnTortheLnhLhLt()ry L̀CtlOnOE:ld(llLl＼eS

comblntlledbysorblC .lClllan'lso(l]um ChloTltle【othei,rOWlh

offung■

SpeC】eb

-I,I) ,tIgビ′

lゞp g/ftIrr〟で

PLJIJSP

'･/(IL bl)

'r'II/JCJE/<･''nLSp

ConcenlraLIOnOrAddltlUeS

Sorhtcactd SorltLlm ChlorI(le

ll'4;: F l1.5mo)
13,000 2()

lt,000 05

14,000 ]5

この結果よりほとどんの供試カビは ノルビ/頼 l/4,CM30添加渡世とnLIヒナトリウムり5-15rnol鯨加渋
皮範四円で党†fLがl川二されている すlJ:わち A､♪ 〝lgl〟 は ソ/LL=+ン恨 11.000 と塩化ナトリウム 15
m01,4､p ど/EL〝…'は′,Lt='ン惚 Il.COOと塩化ナlリウム 10tTtOl,lJ/〃 叩 は ノルビソ憶 11,OCO

と塩化ナトリウム 05mol.JlIE/J〝ィL"'l̀′SP はソルtfノ慨 11.000と塩化ナトリウム lLimol添加膿
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瓜でそれぞれ発fi-は阻磐された ]'e'一SP はソ'Ltl'ン頼 13,00 とAi化ナト.)ウム 2mo】添加併用によ

り発柵 が比'Lf:され.他の供試カビ1り坂抗性がみられたが.やはり塩化ナ ト1)ウムの併用に1りソルt='ン憶

の防軌劫火を和親する作用が大きく入られた

ささにどtFら1-は食塩に対して患い耐性を示すカビは .lspe,.gJlILLJ屈と re,∫LLL//LN"L属であり,.VL̀(〟

bSはこれらのカビに比べて弱く,Fun岩lmlPerrectlはこの両E-の･川棚こあたり,大部桝 i舶い耐性を示す

が,中には嘗しく幼い耐性を示すカビがみられることを認めている また. 著者叫三島輔水井gL冒)よりIJ焦

したカビの終薄遇虻における発rff状態を入ると,ほとんどの力t='がIfi8遠旺性か,耐藩遠肝性の允-ff状態の

ものが多く.塩化ナトL)ウムに抵抗性の或いことを認めている -ノ).万古らl)はイカくん軌冒Ilり'Jl離し
たカビについて.ソ/it='ソ厳系的散剤の先掛こおLはす影廿について験,IILた結果 .lspp/･gf//LIibiのカ
ビに比較して PP/JlrIllJtLl)L展のカビは放抗作が跡く. .lJII(u′-ti. Fu叩1lmperfecllは両七の中隅的な

耐性をもつカビ巧えられるが.このうちに載い耐性を示す力t='l'r･･''/lIX/̀･r〟JLISP を認めている
これらの扶先上りE/)卸柄のみに上ってカビの允′上をyJLLするには,かなりのIFi.iL濃度が要媒され.またカ

ビの鈍掛 こよっては朋当店浪度の使用においても尭flを阻止されないカt:'もある｡Bb一帯剤の劫火的な蚊川iJJ.

として.允晶を仮性に伽持する必要性も報で.されているが,防散剤の効!にをさらに噌鎖させる)1-法として考

適旺の影鞘および柄井l.無隣塩析IL:どの影菅について険d寸した結果,F耶針Iに述べたごとく塩化ナト1).〉ム

はソルビ/願の防at物LI三を和義する作川が..誉められ ノルビン横に戯い耐性のある力t='に対して塩化ナ ト1)
ウムの併用により.ノルビソ憶の促浸度で先帝を抑制お1ぴFR鞘することを認めた

一触に水産調味魁品においては.ft塩の添加tliの多,yのちがいはあるが使用さJlている)しかし判ノー1-)に允

/ヒ乍fTするカビは詮議LJ:に■1性のあるカL='がもく人らjLが lので.少1.1のft触および幣煩の蚊川による浄適

Ifのある鍵皮の上杵は,かえってこれらのカt:'の'Lff%良的 こする帆 F')がある したがって食塩に上るソル

ビ･/俊の防搬劾巣の相鉄には,食塩を多くするとともに,これがIJ'(接感く感触のないように甘味および化一半
.N'J昧料を適抑こ陳用することが必常とJ息bれる｡

要 的

iTl触りにおいてソルビ-/倍のr))敵効父は.塩化ナトL)ウムとの帥川によりP;しい梢必効児が認められた
ので.心髄においては ソルビノ倍 あるいは塩化ナトリウムに12モ抗件のあるカビ5純 (･tSf･ ′〝gr,,/lip

g/-IrIrL'5,ル/∫Sl),.17̀〟 sp,'I./'Ll̂odL･r〝H SPl を帆式カビとし,湛ふ培地 (政も賢2020添加 Cupek
ĝilE培地)にソルビソ恒 11,CKX)-I/1,000を段断的に加えた招 地.塩化ナ ト')ウム 05-20motを
段肪的に加えた)だ地および両鼻の波庇を組み合わせて投桝的に加えた培地を用い.27°Cの恒温器にHgF榊.i

RL 供.式カビの兜fTにお上はす彬書および先帝阻止渋皮についてさらに険討を加えた えら九た結盟につい

て嬰的すると次のとおりである

()) カtl'の純穀に上り.ソルビノ億および塩化ナ ト1)ウムまたはIJ一捕 併用のカビJJl市におよは'す彬執 土
災なるが.これらを琳糾こ使用した均分に比拷して,塩化ナ ト1)ウムとソルt='ン願の抵法度の併川において

供試カビの尭ffは抑制かつ阻害された
(2) 供訳カt='のほとんどは塩化ナ トリウム 15mol嘘加することにより.ソルt='1/僚 )I000溢加で

その発flはmLtされた しかし, ]'e"bPは塩化ナトリウムを 1'mol添加に上ってもソ,rヒン憶 l1.000
で阻Ltされず. )′3.000の添加浸壁で発fFは的止さ九た

(3) ソ/Lビン厳に対して嘗しく銭い耐性のある供武力ヒにおいても塩化ナトI)ウムを相出揃LtltJHする切

命には.ノ′Lt{ノ億の低沸座で発育は阻止された

(4) 水井Zq味唄Hlの防畿方法の一つとして,ソJLt='ソ願の使用とといこ食塩含''qlの州加をはかろことが

ろえられる
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